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「
載
仁
親
王
日
記
」
発
見
の
経
緯
に
つ
い
て

「
載
仁
親
王
日
記
」
は
現
在
、
神
奈
川
県
立
小
田
原
高
等
学
校
同
窓
会
（
以
下
、
同
窓

会
）
が
所
蔵
し
て
い
る
。
小
田
原
高
等
学
校
は
小
田
原
藩
の
藩
校
集
成
館
の
流
れ
を
汲
み
、

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
神
奈
川
県
第
二
中
学
校
と
し
て
創
設
さ
れ
た
伝
統
校
で

あ
る
。
載
仁
親
王
の
第
二
男
子
（
長
子
篤
仁
王
は
夭
逝
）
で
あ
る
春
仁
王
（
の
ち
閑
院
純

仁
）
が
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
同
校
（
当
時
は
小
田
原
中
学
校
）
に
入
学
し
、
同
十

年
に
卒
業
、
戦
後
は
小
田
原
に
住
み
続
け
た
。
こ
う
し
た
関
係
か
ら
同
窓
会
に
は
、
純
仁

氏
や
氏
の
妹
戸
田
華
子
氏
（
載
仁
親
王
第
五
女
子
）
に
よ
っ
て
、
春
仁
王
の
在
学
時
代
を

中
心
に
日
記
や
原
稿
な
ど
約
百
点
の
資
料
が
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
な
お
同
窓
会
は
所
蔵
資

料
を
人
物
や
内
容
ご
と
で
は
な
く
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
と
い
う
よ
う
に
時
期
に

よ
っ
て
分
類
し
て
い
る
こ
と
か
ら
閑
院
宮
関
係
の
資
料
も
分
散
し
た
状
態
で
保
管
さ
れ
て

い
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
、
内
藤
・
白
政
が
同
窓
会
に
お
い
て
閑
院
宮
関
係
の
資
料
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
春
仁
王
の
も
の
と
さ
れ
る
大
正
五
年
か
ら
十
年
の
日
記
七
冊
の
う
ち
、
大

正
十
年
だ
け
は
二
冊
あ
り
、
う
ち
一
冊
は
明
ら
か
に
他
の
日
記
と
は
筆
跡
が
異
な
っ
て
い

た
。
疑
問
を
抱
い
た
両
名
は
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
内
容
か
ら
こ
れ
が
載
仁

親
王
の
日
記
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

今
回
発
見
さ
れ
た
「
載
仁
親
王
日
記
」
は
博
文
館
発
行
の
『
大
正
十
年
当
用
日
記
』
に

ペ
ン
ま
た
は
鉛
筆
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
日
々
丹
念
に
書
き
綴
ら
れ
て
お
り
、
記
載

の
な
い
日
は
無
か
っ
た
。
さ
ら
に
調
べ
る
と
巻
末
の
補
遺
や
住
所
人
名
録
欄
を
用
い
て
大

正
十
一
年
分
の
日
記
も
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
本
日
記
は
二
年
分

の
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
春
仁
王
関
係
の
資
料
の
中
に
一
冊
だ
け
載
仁
親
王
の
日
記
が
含

ま
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
存
否
未
詳
で
あ
っ
た
日
記

が
発
見
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
小
さ
く
な
い
。�

（
内
藤
一
成
・
白
政
晶
子
）

載
仁
親
王
の
履
歴
と
大
正
十
年
の
日
記
に
つ
い
て

今
回
翻
刻
す
る
の
は
、
日
本
の
近
代
皇
族
の
中
で
歴
史
的
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
一

人
で
あ
る
閑
院
宮
載
仁
親
王
の
日
記
の
う
ち
、
大
正
十
年
の
前
半
部
分
で
あ
る
。
こ
の
年

は
、
将
来
天
皇
に
な
る
べ
き
皇
太
子
裕
仁
親
王
が
半
年
に
わ
た
る
欧
洲
巡
遊
を
行
い
、
帰

朝
後
、
大
正
天
皇
の
病
気
の
た
め
摂
政
に
就
任
し
た
、
皇
室
に
と
っ
て
も
重
要
な
年
で
あ

り
、
そ
の
中
で
載
仁
親
王
は
、
皇
太
子
の
外
遊
に
随
伴
し
て
補
佐
す
る
と
い
う
、
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
。

資　

料　

紹　

介

「
閑
院
宮
載
仁
親
王
日
記
」
大
正
十
年
（
前
半
）

梶
　
田
　
明
　
宏

内
　
藤
　
一
　
成

白
　
政
　
晶
　
子
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ま
ず
、
載
仁
親
王
の
経
歴
を
見
て
み
よ
う
。
親
王
は
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
九
月
二

十
二
日
、
伏
見
宮
邦
家
親
王
の
第
十
四
男
子
と
し
て
誕
生
、
幼
名
は
易や

す
宮
と
称
し
た
。
明

治
五
年
（
一
八
七
二
）
四
親
王
家
の
一
つ
で
あ
る
閑
院
宮
を
相
続
し
、
十
一
年
、
載
仁
の

名
を
賜
り
、
親
王
宣
下
を
受
け
た
。
十
年
陸
軍
幼
年
学
校
に
入
校
。
十
五
年
九
月
、
同
校

卒
業
に
際
し
、
自
費
で
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
願
い
出
て
許
さ
れ
、
十
月
十
二
日
横
浜
を
出

港
し
た
。
以
後
の
親
王
の
主
要
経
歴
は
以
下
の
通
り
。

明
治
18
年　

サ
ン
シ
ー
ル
陸
軍
士
官
学
校
入
校

20
年　

同
校
卒
業
。
陸
軍
騎
兵
少
尉
。
ソ
ミ
ュ
ー
ル
騎
兵
学
校
入
校

21
年　

同
校
卒
業
。
ツ
ー
ル
第
七
騎
兵
聯
隊
附

23
年　

フ
ラ
ン
ス
陸
軍
大
学
校
入
校
。
陸
軍
騎
兵
中
尉

24
年　

同
校
退
校
、
帰
朝
。
三
条
実
美
二
女
智
恵
子
と
結
婚

25
年　

陸
軍
騎
兵
大
尉
。
陸
軍
士
官
学
校
教
官

26
年　

騎
兵
第
一
大
隊
中
隊
長

27
年　

日
清
戦
争
に
際
し
第
一
軍
司
令
部
附
と
し
て
出
征

30
年　

陸
軍
騎
兵
中
佐
。
騎
兵
第
一
聯
隊
長

33
年　

参
謀
本
部
部
員
。
パ
リ
万
国
博
覧
会
視
察
の
た
め
欧
洲
差
遣

34
年　

陸
軍
少
将
。
騎
兵
第
二
旅
団
長

37
年　

日
露
戦
争
に
出
征
。
陸
軍
中
将

39
年　

第
一
師
団
長

44
年　

近
衛
師
団
長

大
正
元
年　

陸
軍
大
将
。
軍
事
参
議
官

5
年　

ロ
シ
ア
へ
差
遣

8
年　

元
帥

10
年　

皇
太
子
欧
洲
御
巡
遊
に
随
伴

昭
和
元
年　

大
喪
使
総
裁

2
年　

大
礼
使
総
裁

6
年　

参
謀
総
長
（
〜
15
年
）

20
年　

薨
去

以
上
の
経
歴
に
見
る
よ
う
に
、
親
王
は
陸
軍
軍
人
と
し
て
元
帥
ま
で
累
進
し
た
経
歴
を

持
つ
。
中
で
も
、
満
州
事
変
か
ら
支
那
事
変
に
か
け
て
の
時
期
に
参
謀
総
長
を
勤
め
た
こ

と
に
つ
い
て
、
一
般
の
関
心
は
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
今
回
は
そ
の
時
期
の
日
記
は
発
見

さ
れ
て
い
な
い
。

大
正
十
年
に
皇
太
子
海
外
巡
遊
の
随
伴
を
勤
め
た
理
由
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
日
本

陸
軍
の
正
規
の
教
育
課
程
は
陸
軍
幼
年
学
校
の
み
で
、
以
後
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
軍
人

と
し
て
の
教
育
を
受
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
（
満
年
齢
で
十
七
歳
か
ら
二
十
六
歳
ま
で
の
九

年
間
で
、
こ
の
こ
と
は
日
記
の
文
体
に
も
影
響
し
て
い
る
）。

子
息
の
閑
院
純
仁
（
臣
籍
降
下
前
は
「
春
仁
王
」）
は
「
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
父
は

非
常
に
フ
ラ
ン
ス
好
き
で
あ
っ
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
語
に
堪
能
で
、
外
人
と
の
交
際
も
あ

か
抜
け
て
い
た
」「
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
カ
ル
ノ
ー
氏
は
じ
め
、
陸
軍
将
官
ら
の
知

遇
を
う
け
た
よ
う
で
あ
る
」
な
ど
と
記
し
て
い
る
（『
私
の
自
叙
伝
』）。

皇
太
子
裕
仁
親
王
の
欧
洲
巡
遊
は
、
東
宮
御
学
問
所
と
い
う
、
閉
鎖
さ
れ
た
空
間
で
の

教
育
を
受
け
て
い
た
皇
太
子
が
、
海
外
の
実
情
を
実
際
に
見
聞
し
、
海
外
の
君
主
・
元

首
・
要
人
と
接
す
る
実
地
体
験
の
場
で
あ
っ
た
。

そ
の
補
佐
役
と
し
て
載
仁
親
王
は
抜
擢
さ
れ
た
。
当
時
五
十
代
後
半
で
フ
ラ
ン
ス
語
に
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堪
能
で
あ
り
、
社
交
性
も
有
し
、
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
を
中
心
に
外
国
要
人
に
人
脈
も
あ
っ
た

親
王
は
ま
さ
に
適
任
で
あ
っ
た
。
単
に
西
欧
に
関
す
る
知
識
・
経
験
だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
公
式
・
非
公
式
の
場
に
お
い
て
、
皇
族
と
し
て
い
か
に
振
る
舞
う
べ
き
か
、
皇
太

子
を
教
育
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
経
験
を
有
し
て
い
た
。
兄
伏
見
宮
貞
愛
親
王
は
皇
族
中
の

重
鎮
で
あ
っ
た
も
の
の
六
十
代
の
高
齢
、
弟
の
東
伏
見
宮
依
仁
親
王
は
海
外
経
験
は
あ
っ

た
も
の
の
必
ず
し
も
身
体
頑
健
と
は
い
え
ず
、
実
際
に
、
当
時
他
に
適
任
と
思
わ
れ
る
皇

族
が
い
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

今
回
翻
刻
し
た
部
分
は
、
三
月
三
日
、
皇
太
子
に
随
伴
し
て
横
浜
を
出
港
す
る
以
前
の

国
内
で
の
記
述
と
、
以
後
の
海
外
で
の
記
述
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。

ま
ず
、
前
半
に
お
い
て
は
、
載
仁
親
王
の
家
族
構
成
、
及
び
皇
族
あ
る
い
は
軍
人
と
し

て
の
人
間
関
係
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
大
正
十
年
時
点
の
親
王
の
家
族
・
親
族
関
係

を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
妃
の
智
恵
子
は
故
公
爵
三
条
実
美
の
二
女
で
、
長
女
恭
子
は
子

爵
安
藤
信
昭
に
、
二
女
茂
子
は
侯
爵
黒
田
長
成
の
嗣
子
長
礼
に
嫁
し
、
他
の
子
供
と
し
て
、

嗣
子
の
春
仁
王
と
寛
子
・
華
子
の
二
女
子
が
あ
っ
た
。
春
仁
王
は
健
康
上
の
理
由
か
ら
学

習
院
初
等
学
科
を
中
退
し
て
以
来
小
田
原
の
別
邸
に
て
生
活
し
、
こ
の
三
月
に
小
田
原
中

学
を
卒
業
し
、
軍
事
予
備
教
育
を
受
け
た
後
、
士
官
候
補
生
と
し
て
陸
軍
に
入
る
予
定
で

あ
っ
た
。
春
仁
王
の
進
路
に
と
っ
て
重
要
な
時
期
に
日
本
を
離
れ
る
こ
と
が
親
王
に
と
っ

て
最
も
気
が
か
り
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
士
官
学
校
予
科
長
・
教
官
な
ど
托
す
べ
き
軍
人
と

の
面
会
の
記
述
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

皇
族
関
係
で
は
、
皇
太
子
外
遊
の
随
伴
の
内
示
が
あ
っ
た
際
、
ま
ず
伏
見
宮
貞
愛
親
王

に
相
談
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
、
皇
族
中
の
最
長
老
と
し
て
の
貞
愛
親
王
の
立
場
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
日
記
の
中
で
も
っ
と
も
多
く
登
場
す
る
の
が
賀
陽
宮
恒

憲
王
で
あ
る
。
恒
憲
王
は
前
年
陸
軍
士
官
学
校
を
卒
業
し
、
こ
の
年
の
一
月
姫
路
の
騎
兵

第
十
聯
隊
か
ら
、
東
京
の
騎
兵
第
一
聯
隊
に
転
属
と
な
っ
た
。
恒
憲
王
は
載
仁
親
王
の
兄

朝
彦
親
王
の
孫
に
あ
た
る
。
恒
憲
王
に
関
し
、
陸
軍
大
臣
は
じ
め
関
係
者
と
の
面
会
の
記

述
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
親
王
は
恒
憲
王
の
陸
軍
内
で
の
保
護
者
的
立
場
に

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

皇
太
子
洋
行
に
関
し
て
は
、
一
月
二
十
二
日
に
宮
内
大
臣
よ
り
そ
の
決
定
と
随
伴
の
依

頼
を
受
け
る
ま
で
は
全
く
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
何
ら
か
の
動
き
は
耳
に
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
自
分
が
そ
の
任
に
当
た
る
こ
と
は
予
想
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

日
記
で
は
驚
く
こ
と
も
な
く
、
即
座
に
引
き
受
け
て
い
る
。

し
か
し
、
輔
導
の
責
務
は
重
大
で
、
そ
の
後
は
関
係
者
と
の
面
談
や
連
絡
は
頻
繁
と
な

り
、
欧
洲
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
も
熱
心
に
行
っ
て
い
る
。
中
で
も
元
老
山

県
有
朋
と
懇
談
す
る
な
ど
、
皇
太
子
洋
行
に
元
老
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
、
特
に
西
園
寺
公
望
が
具
体
的
な
計
画
策
定
に
直
接
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。

三
月
三
日
の
外
遊
出
発
後
に
つ
い
て
は
、
親
王
は
ほ
と
ん
ど
皇
太
子
と
行
動
を
共
に
し

て
い
る
の
で
、
当
時
の
記
録
で
あ
る
『
皇
太
子
殿
下
海
外
御
巡
遊
日
誌
』（
大
正
十
二
年
、

宮
内
省
）『
皇
太
子
殿
下
御
外
遊
記
』（
大
正
十
三
年
、
毎
日
新
聞
社
）、
あ
る
い
は
供
奉

員
の
日
記
『
侍
従
武
官
長
奈
良
武
次
日
記
・
回
顧
録
』（
平
成
十
二
年
、
柏
書
房
）『
海
軍

の
外
交
官
竹
下
勇
日
記
』（
平
成
十
年
、
芙
蓉
書
房
出
版
）
な
ど
を
併
せ
れ
ば
、
よ
り
深

く
理
解
で
き
よ
う
。
外
遊
時
の
日
記
の
内
容
は
、
載
仁
親
王
自
身
の
行
動
と
見
聞
の
記
録

と
な
っ
て
い
る
。

皇
太
子
御
外
遊
の
主
な
供
奉
員
は
供
奉
長
の
宮
内
省
御
用
掛
珍
田
捨
巳
・
侍
従
武
官
長

奈
良
武
次
・
東
宮
侍
従
長
入
江
為
守
は
じ
め
西
園
寺
八
郎
・
山
本
信
次
郎
・
澤
田
節
三
・

二
荒
芳
徳
ほ
か
で
、
載
仁
親
王
に
は
御
附
武
官
の
福
田
義
弥
、
宮
家
職
員
の
松
井
修
徳
、
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平
田
輝
吉
が
随
行
し
た
。
一
行
は
御
召
艦
香
取
、
旗
艦
鹿
島
か
ら
な
る
第
三
艦
隊
に
て
出

発
、
途
中
沖
縄
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
セ
イ
ロ
ン
、
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
（
エ
ジ
プ
ト
）、

マ
ル
タ
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
に
立
ち
寄
り
、
英
国
南
部
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
に
到
着
し
た
。
こ
の

間
で
目
に
つ
く
記
事
は
皇
太
子
へ
の
「
御
注
意
」（
四
月
五
日
、
十
四
日
、
五
月
六
日
）

や
礼
儀
作
法
の
講
話
（
五
月
四
日
、
五
日
）
で
あ
ろ
う
。
類
似
の
記
事
は
『
奈
良
武
次
日

記
』『
竹
下
勇
日
記
』
に
も
見
ら
れ
、
親
王
や
供
奉
員
が
、
皇
太
子
の
儀
礼
面
で
の
教
育

に
苦
心
し
て
い
た
こ
と
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

英
国
上
陸
後
は
、
最
初
は
王
室
の
賓
客
と
し
て
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
に
宿
泊
し
、
つ
い

で
政
府
の
賓
客
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
及
び
周
辺
各
所
を
視
察
、
そ
の
後
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
な
ど
を
廻
り
、
再
び
ロ
ン
ド
ン
に
戻
る
。
親
王
は
淡
々
と
見
聞
を
記
し

て
い
る
が
、
馬
や
騎
兵
に
関
心
が
あ
る
こ
と
が
随
所
に
う
か
が
わ
れ
る
。

次
は
フ
ラ
ン
ス
で
、
五
月
三
十
一
日
パ
リ
に
到
着
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
馴
染
み
の
店

で
洋
服
や
軍
服
、
靴
な
ど
を
新
調
し
た
り
、
各
所
で
知
己
の
人
物
に
出
会
う
な
ど
、
か
つ

て
長
年
留
学
し
た
地
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
一
行
は
パ
リ
お
よ
び
周
辺
を
見
学
し

た
後
、
六
月
十
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
て
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
問
し
、
再
び
パ
リ

に
戻
る
。
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
イ
ー
プ
ル
、
ル
ー
ヴ
ェ
ン
な
ど
の
戦
跡
を
視
察
し
た
が
、
六

月
下
旬
に
は
ベ
ル
ダ
ン
、
ソ
ン
ム
な
ど
の
フ
ラ
ン
ス
戦
跡
を
視
察
し
た
。
親
王
は
ベ
ル
ダ

ン
で
の
悲
惨
な
見
聞
を
日
記
に
書
き
残
し
て
る
が
（
二
十
五
日
）、
ソ
ン
ム
で
は
そ
の
惨

状
に
圧
倒
さ
れ
た
の
か
、
巡
視
し
た
各
所
の
地
名
を
ひ
た
す
ら
綴
る
の
み
で
あ
っ
た
（
二

十
九
日
）。

以
上
が
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
載
仁
親
王
日
記
の
概
要
で
あ
る
。
七
月
か
ら
十
二
月
ま

で
の
日
記
は
、
改
め
て
翻
刻
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。�

（
梶
田
明
宏
）

「
載
仁
親
王
日
記
」
大
正
十
年
一
月
〜
六
月

【
凡
例
】

一
、
こ
の
史
料
は
神
奈
川
県
立
小
田
原
高
等
学
校
同
窓
会
が
所
蔵
す
る
閑
院
宮
載
仁
親
王
の

日
記
の
う
ち
、
博
文
館
の
当
用
日
記
に
記
さ
れ
た
大
正
十
年
一
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日

ま
で
を
翻
刻
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
字
体
を
用
い
た
。

一
、
原
文
の
仮
名
は
片
仮
名
で
あ
る
が
、
外
国
人
名
・
地
名
等
が
頻
出
す
る
た
め
、
こ
れ
ら

を
除
き
一
般
の
仮
名
は
平
仮
名
に
変
え
た
。

一
、
句
読
点
・
並
列
点
は
適
宜
補
っ
た
。

一
、
日
記
帳
の
「
予
記
」
欄
な
ど
に
記
さ
れ
た
情
報
は
、
日
付
・
曜
日
の
下
に
記
し
た
。

一
、
註
は
、
傍
注
と
各
日
毎
の
註
を
併
用
し
た
。
傍
注
は
（　
　
　
　

）
に
て
表
記
し
た
。

日
毎
の
註
は
＊
に
て
示
し
た
。
そ
の
他
本
文
中
内
の
註
記
は
［　
　

］
と
し
た
。

一
、
外
国
人
名
・
地
名
な
ど
現
在
の
一
般
的
な
発
音
表
記
と
大
き
く
異
な
る
場
合
は
、
註
記

し
た
。

一
、
親
王
が
誤
っ
て
覚
え
込
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
漢
字
は
、
正
し
い
漢
字
に
置
き
換
え
た
。�

（
例
「
香
島
」
→
「
鹿
島
」、「
鳥
井
坂
」
→
「
鳥
居
坂
」
な
ど
）

一
、
右
の
ほ
か
、
文
中
の
名
辞
・
表
現
・
評
価
な
ど
に
お
い
て
は
不
適
切
な
表
現
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
歴
史
資
料
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
す
べ
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
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一
月
一
日　

土
曜　
快
晴

午
前
六
時
起
床
、
七
時
半
よ
り
食
事
。
祝
の
雑
煮
を
為
す
。
此
年
は
両
陛
下
葉
山
へ
去
年

の
末
よ
り
御
転
地
に
付
き
、
新
年
の
拝
賀
な
し
。
故
に
今
日
、
正
装
を
な
さ
ず
。

余
始
め
皆
な
健
康
な
り
。

御
祝
電
を
葉
山
へ
出
す
。

寛
子
、
華
子
は
午
前
十
時
過
き
よ
り
学
校
の
式
に
行
く
。
午
后
庭
の
社
に
参
拝
す
。

一
月
二
日　

日
曜　
曇　

午
前
中
雨　

午
后
曇

午
前
中
は
何
に
も
な
し
。

午
后
二
時
稍
前
よ
り
正
装
に
て
東
宮
御
所
へ
新
年
の
為
め
行
く
。

安＊

藤
子
正
午
過
に
来
り
。
年
玉
を
持
来
る
。

＊
子
爵
安
藤
信
昭
。
夫
人
恭
子
は
載
仁
親
王
の
第
一
女
子

一
月
三
日　

月
曜　
曇

元
始
祭
に
付
き
余
の
み
賢
所
。
午
前
九
時
半
よ
り
行
く
。

午
后
二
時
よ
り
皇
子
御
殿
、
澄
宮
御
殿
へ
新
年
に
行
き
、
帰
途
に
総
理
、
陸
軍
大
臣
、
宮

内
大
臣
官
邸
へ
行
く
。

春
仁
、
寛
子
、
華
子
、
午
后
十
二
時
五
十
五
分
発
に
て
小
田
原
へ
行
く
。

保1
＊

利
を
呼
ひ
、
幸2

＊

子
の
目
を
み
せ
る
。

＊
1
保
利
真
直
（
陸
軍
軍
医
監
・
侍
医
寮
御
用
掛
）　

＊
2
侯
爵
黒
田
長
成
の
娘

一
月
四
日　

火
曜　
曇

午
后
三
時
よ
り
安
藤
夫
婦
、
黒＊

田
夫
婦
来
る
。
新
年
の
為
め
な
り
。
祝
の
膳
を
出
す
。

＊
侯
爵
黒
田
長
成
の
嗣
子
長
礼
、
夫
人
茂
子
は
載
仁
親
王
第
二
女
子

一
月
五
日　

水
曜　
曇
后
晴

例
年
の
如
く
新
年
宴
会
あ
り
。
余
も
列
席
す
。
陛
下
は
葉
山
に
御
滞
在
に
付
き
出
御
な
く
、

東
宮
殿
下
の
み
御
臨
席
あ
り
た
り
。

昨
夕
遅
く
仏
国
東
久
邇
宮
よ
り
新
年
の
電
報
来
り
。
今
朝
之
れ
を
見
る
。
返
電
を
送
る
。

智
恵
子
は
午
后
一
時
四
十
分
よ
り
鳥
居
坂
三＊

条
家
へ
行
く
。
一
時
間
の
后
帰
る
。

＊
三
条
公
爵
家
。
載
仁
親
王
妃
智
恵
子
は
三
条
実
美
二
女

一
月
六
日　

木
曜　
晴

午
前
八
時
十
五
分
、
東
京
駅
発
に
て
余
は
葉
山
に
行
き
、
新
年
に
付
き
両
陛
下
拝
謁
し
て

御
祝
儀
申
上
く
。
同
十
一
時
二
十
二
分
逗
子
発
に
て
帰
京
。
午
后
一
時
着
。

本
日
は
東
宮
殿
下
並
に
他
の
三
殿
下
も
午
前
九
時
十
五
分
品
川
発
に
て
葉
山
へ
御
成
あ
り
。

御
用
邸
に
て
各
殿
下
に
拝
謁
せ
り
。

陸
軍
始
め
観
兵
式
の
予
行
あ
り
た
り
。

一
月
七
日　

金
曜　
晴
一
時
曇
る

小
田
原
よ
り
寛
子
、
華
子
。
午
后
二
時
二
十
分
の
汽
車
に
て
帰
京
。

今
朝
七
草
の
粥
を
食
す
。

午
后
に
家
職
の
夫
人
（
平＊

田
、
千
国
、
遠
藤
、
里
）
四
人
来
り
。
智
恵
子
に
面
謁
す
。

＊
平
田
輝
吉
・
千
国
四
郎
・
遠
藤
忠
太
郎
（
い
ず
れ
も
閑
院
宮
属
）
及
び
里
国
啓
（
閑
院
宮
雇
員
）
の
夫
人

一
月
八
日　

土
曜　
晴

陸
軍
始
観
兵
式
あ
り
。
東
宮
、
御
名
代
と
し
て
御
臨
場
。
余
も
参
列
す
。
午
前
十
時
に
始

ま
り
、
約
一
時
間
に
て
終
る
。
同
十
一
時
半
帰
る
。

正
午
に
三1

＊

条
治
子
様
を
新
年
の
為
め
呼
ひ
、
昼
食
を
為
す
。
一
時
半
過
き
帰
る
。

大2
＊

森
夫
人
来
り
。
智
恵
子
に
面
会
す
。

本
日
よ
り
女
子
学
習
院
始
ま
り
、
二
人
午
前
九
時
よ
り
学
校
に
行
く
。

＊
1
三
条
実
美
夫
人　

＊
2
大
森
齢
子
（
皇
后
宮
大
夫
男
爵
大
森
鍾
一
の
夫
人
）

一
月
九
日　

日
曜　
晴
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午
后
一
時
過
き
よ
り
両
人
に
て
安
藤
家
へ
新
年
に
付
き
行
き
、
同
四
時
半
帰
る
。

一
月
十
日　

月
曜　
晴

正
午
、
赤
十
字
社
に
於
て
今
回
万
国
赤
十
字
聯
合
会
議
に
出
席
す
る
桑＊

田
理
事
の
為
め
送

別
会
あ
り
。
余
も
出
席
す
。

午
后
二
時
、
両
人
に
て
新
年
の
為
め
黒
田
家
へ
行
く
。

＊
桑
田
熊
蔵
（
日
本
赤
十
字
社
理
事
）

一
月
十
一
日　

火
曜　
曇　

小
雨　

夕
刻
よ
り
晴

本
日
は
英
照
皇
太
后
陛
下
の
御
例
祭
日
な
る
も
、
今
年
よ
り
は
掌
典
部
の
み
の
御
祭
と
な

り
、
賢
所
に
行
か
ぬ
こ
と
と
な
る
。

東
宮
殿
下
沼
津
へ
御
転
地
な
る
。

一
月
十
二
日　

水
曜　
晴

午
后
一
時
過
き
よ
り
両
人
に
て
橋
場
の
三
条
治
子
へ
新
年
に
行
き
、
同
四
時
頃
帰
る
。

春
仁
へ
腕
時
計
、
寛
子
、
華
子
へ
懐
中
時
計
を
贈
る
。

賀
陽
宮
午
后
八
時
二
十
五
分
着
に
て
着
京
す
。
途
中
浜
松
駅
の
手
前
に
て
同
列
車
に
発＊

砲

せ
る
者
あ
り
て
、
賀
陽
宮
の
椅
子
の
後
の
ガ
ラ
ス
を
破
り
た
り
。
但
し
其
時
宮
は
他
の
室

に
至
り
。
故
に
無
事
て
あ
り
し
な
り
。

＊
こ
の
日
賀
陽
宮
恒
憲
王
が
乗
っ
た
東
海
道
線
上
り
特
急
列
車
が
、
浜
松
付
近
に
て
何
者
か
に
銃
撃
さ
れ
、

賀
陽
宮
の
搭
乗
す
る
展
望
車
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
付
近
在
住
の
木
版
職
工
が

す
ぐ
に
逮
捕
さ
れ
た
が
、
電
線
上
の
雀
を
猟
銃
で
撃
と
う
と
し
て
誤
っ
て
発
砲
し
た
こ
と
が
判
明
し
、
銃
砲

火
薬
取
締
規
則
違
反
と
し
て
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
な
お
恒
憲
王
は
陸
軍
騎
兵
少
尉
、
こ
の
月
騎
兵
第
一

聯
隊
附
と
な
る

一
月
十
三
日　

木
曜　
曇
寒
し

磯＊

谷
賀
陽
宮
事
務
官
来
り
。
賀
陽
宮
よ
り
と
て
反
物
と
金
十
五
円
を
持
ち
来
る
。
東
京
へ

転
任
其
他
色
々
の
こ
と
に
付
き
余
に
御
礼
の
為
め
な
り
。

＊
磯
谷
熊
之
助

一
月
十
四
日　

金
曜　
雨
（
東
京
）　

曇
（
小
田
原
午
后
）　

小
田
原
行

午
后
零
時
五
十
五
分
発
に
て
両
人
小
田
原
へ
行
く
。

春
仁
は
去
る
十
一
日
来
風
気
の
き
み
に
て
、
寒
稽
古
を
中
止
す
。

春
仁
へ
腕
時
計
を
贈
る
。

一
月
十
五
日　

土
曜　
快
晴　

小
田
原
滞
在

午
前
、
午
后
に
建
築
を
見
に
行
く
。
午
后
は
智
恵
子
も
来
る
。

一
月
十
六
日　

日
曜　
晴　

小
田
原
滞
在

特
筆
す
べ
き
件
な
し
。

一
月
十
七
日　

月
曜　
晴　

寒
く
な
る

特
筆
す
べ
き
件
な
し
。

一
月
十
八
日　

火
曜　
晴　

寒
し

毎
朝
の
如
く
松1

＊

井
来
り
、
去
る
十
六
日
マ
ス
キ
ス
レ
ン
ガ
出
た
と
申
来
る
。
午
后
、
松
井

帰
京
す
。

清2
＊

浦
子
来
り
。
蚕
糸
会
々
頭
の
件
と
高
知
行
三
月
の
件
。
但
し
高
知
行
中
止
。

L

3
＊e�16�de�ce�m

ois

＊
1
松
井
修
徳
（
閑
院
宮
事
務
官
）　

＊
2
清
浦
奎
吾
（
大
日
本
蚕
糸
会
会
頭
）、
載
仁
親
王
は
同
会
の
総
裁

を
務
め
る　

＊
3
「
そ
の
月
の
十
六
日
」
の
意
味
で
、
前
行
の
高
知
行
き
の
予
定
日
か

一
月
十
九
日　

水
曜　
曇　

夜
中
雨

午
后
二
時
二
十
分
、
小
田
原
発
に
て
両
人
帰
京
。

一
昨
日
来
余
は
少
々
風
気
。

滞
在
中
は
春
仁
風
気
の
故
に
夕
食
は
浩＊

養
閣
に
て
せ
ず
。
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＊
閑
院
宮
小
田
原
別
邸
内
の
建
物

一
月
二
十
日　

木
曜　
晴

午
前
十
一
時
よ
り
大
臣
邸
に
於
て
会
議
。
来
月
中
旬
よ
り
特
命
検
閲
施
行
に
付
き
て
な
り
。

午
后
二
時
過
き
帰
る
。

智
恵
子
は
愛
国
婦
人
会
新
年
の
為
め
偕
行
社
に
午
后
一
時
半
よ
り
行
き
、
同
四
時
頃
帰
る
。

一
月
二
十
一
日　

金
曜　
晴

午
后
一
時
稍
前
よ
り
赤
十
字
社
に
智
恵
子
。
新
年
の
篤
志
看
護
婦
人
会
の
為
め
出
席
し
て
、

同
四
時
頃
帰
る
。

一
月
二
十
二
日　

土
曜　
晴　

西
北
風
強

午
后
に
中＊

村
宮
内
大
臣
来
り
、
東
宮
御
欧
行
の
件
決
定
せ
り
と
申
来
。
付
て
は
余
に
同
行

の
こ
と
を
申
す
。
余
は
御
受
申
す
と
答
ふ
。
御
出
発
は
海
上
の
渡
合
に
よ
り
二
月
下
旬
と

申
こ
と
な
り
。

＊
中
村
雄
次
郎

一
月
二
十
三
日　

日
曜　
晴

今
朝
伏＊

見
宮
へ
行
き
、
昨
日
の
件
を
御
相
談
申
考
へ
な
り
し
も
、
昨
日
既
に
銚
子
へ
御
出

発
相
な
り
た
り
と
て
、
面
会
で
き
ざ
る
な
り
。

＊
伏
見
宮
貞
愛
親
王
。
銚
子
に
別
邸
が
あ
る

一
月
二
十
四
日　

月
曜　
晴

正
午
に
安
藤
夫
婦
、
黒
田
夫
婦
を
呼
ひ
、
今
回
余
の
東
宮
殿
下
と
共
に
欧
米
へ
出
張
の
件

を
話
せ
り
。
食
事
を
為
す
。

一
月
二
十
五
日　

火
曜　
晴
稍
曇

特
筆
す
べ
き
件
な
し
。

一
月
二
十
六
日　

水
曜　
晴　

夕
刻
よ
り
夜
中
西
北
風
強

午
后
一
時
よ
り
参
謀
本
部
に
て
永＊

井
大
佐
（
仏
国
よ
り
帰
朝
）
の
仏
国
軍
に
付
き
講
話
あ

り
。
出
席
す
。

＊
永
井
来
（
元
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
附
武
官
、
陸
軍
歩
兵
大
佐
）

一
月
二
十
七
日　

木
曜　
晴　

欧
洲
へ
出
張
の
御
内
沙
汰

午
前
十
一
時
よ
り
、
来
月
よ
り
施
行
の
特
命
検
閲
に
付
き
宮
中
に
於
て
軍
事
参
議
官
会
議

あ
り
。
列
席
す
。
正
午
前
帰
る
。

午
后
二
時
、
浜＊

尾
男
東
宮
大
夫
来
り
。
色
々
と
東
宮
御
欧
行
に
付
き
談
話
あ
り
。

三
時
半
頃
宮
内
大
臣
中
村
男
来
り
、
両
陛
下
に
は
今
回
東
宮
御
洋
行
に
余
の
随
行
を
御
沙

汰
あ
ら
せ
ら
る
こ
と
を
伝
ふ
。

＊
浜
尾
新

一
月
二
十
八
日　

金
曜　
晴

特
筆
す
べ
き
件
な
し
。

一
月
二
十
九
日　

土
曜　
晴

午
前
九
時
五
十
分
、
東
京
駅
発
に
て
葉
山
に
行
き
、
両
陛
下
の
御
機
嫌
伺
並
に
今
回
東
宮

殿
下
御
洋
行
に
付
き
、
御
供
拝
命
の
御
礼
を
申
上
く
。
陛
下
昨
日
来
少
々
腫
物
に
て
御
痛

に
付
き
、
御
会
食
な
し
。
拝
領
物
は
例
の
如
し
。
澄
宮
様
に
御
会
し
て
、
帰
途
東
伏
見
宮

邸
へ
立
寄
り
て
午
后
三
時
九
分
発
に
て
帰
京
す
。
献
上
品
は
陛
下
へ
は
三
越
の
色
々
の
御

菓
子
、
皇
后
陛
下
へ
は
大
膳
の
御
菓
子
、
澄
宮
へ
は
御
も
ち
や
等
な
り
。
智
恵
子
は
神
経

痛
の
為
め
不
参
。

松
井
、
福1

＊

田
、
竹2

＊

内
。

＊
1
福
田
義
弥
（
載
仁
親
王
附
武
官
、
陸
軍
騎
兵
大
佐
）　

＊
2
竹
内
二
郎
太
（
閑
院
宮
属
）

一
月
三
十
日　

日
曜　
晴

孝
明
天
皇
祭
に
付
き
、
賢
所
へ
参
拝
す
。
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午
后
茂
子
小＊

供
二
人
と
来
り
。
夕
食
し
て
帰
る
。

＊
黒
田
幸
子
、
黒
田
良
子

一
月
三
十
一
日　

月
曜　
晴

特
急
に
て
沼
津
へ
東
宮
殿
下
御
機
嫌
伺
並
に
欧
米
御
旅
行
の
随
行
の
御
礼
を
申
上
く
。
御

会
食
あ
り
。

午
后
二
時
二
十
三
分
発
に
て
帰
る
。
藤1

＊

井
近
衛
師
団
長
伺
行
あ
り
。
又
三2

＊

条
男
帰
り
の
汽

車
中
に
あ
り
て
、
共
に
大
船
迄
同
行
す
。
彼
れ
は
両
陛
下
の
御
使
と
し
て
沼
津
へ
行
き
た

り
。
松
井
小
田
原
よ
り
帰
る
。
本
日
西3

＊

園
寺
八
郎
小
田
原
へ
行
き
、
松
井
に
面
会
。
其
為

め
帰
る
（
東
宮
御
欧
行
の
件
）。

＊
1
藤
井
幸
槌　

＊
2
三
条
公
輝
（
皇
后
宮
職
主
事
）　

＊
3
公
爵
西
園
寺
公
望
の
養
嗣
子
、
皇
太
子
御
外

遊
の
供
奉
員

二
月
一
日　

火
曜　
晴

松
井
興
津
の
西
園
寺
公
に
面
会
の
為
め
行
く
。

森
島
一
等
軍
医
を
呼
ひ
英
国
パ
マ
ナ
運
河
の
景
況
を
聞
く
。

二
月
二
日　

水
曜　
晴

午
后
一
時
よ
り
参
謀
本
部
に
て
永
井
大
佐
前
回
の
講
話
の
つ
ゞ
き
（
仏
国
軍
の
件
）。

二
月
三
日　

木
曜　
曇　

午
前
九
時
過
き
雪
始
ま
り
終
日
降
る　

約
六
七
寸

午
前
十
時
過
き
西
園
寺
公
来
り
、
東
宮
御
欧
行
の
件
に
付
き
色
々
と
談
話
を
聞
き
、
正
午

稍
帰
り
、
再
ひ
午
后
三
時
よ
り
西
園
寺
公
、
中
村
宮
内
大
臣
、
珍1

＊

田
伯
来
り
、
東
宮
御
洋

行
の
件
に
付
き
色
々
談
話
あ
り
。
随
員
の
人
名
も
決
定
せ
り
。
午
后
六
時
稍
前
に
皆
な
帰

る
。

本
日
は
今
年
始
め
て
の
雪
に
て
終
日
降
る
。

福2
＊

田
次
長
来
り
。
桜
井
大
尉
の
語
学
の
件
答
に
来
る
。

＊
1
珍
田
捨
巳
、
皇
太
子
御
外
遊
の
供
奉
長
を
勤
め
る　

＊
2
福
田
雅
太
郎
（
参
謀
次
長
）

二
月
四
日　

金
曜　
曇

昨
夜
も
降
り
て
約
八
寸
以
上
と
な
る
。
終
日
曇
天
。

午
后
一
時
よ
り
岡
本
連（

連
一
郎
）

太
郎
大
佐
を
呼
ひ
、
米
国
の
景
況
を
聞
く
。

二
月
五
日　

土
曜　
晴

大
森
大
夫
来
り
。
面
会
す
。
東
宮
御
洋
行
に
付
、
色
々
談
話
あ
り
。

午
后
一
時
よ
り
永
井
大
佐
を
呼
ひ
、
仏
国
の
情
況
を
聞
く
。

春
仁
を
小
田
原
よ
り
呼
ふ
。
午
后
八
時
半
帰
る
。

二
月
六
日　

日
曜　
晴

春
仁
午
后
一
時
四
十
二
分
新
橋
発
に
て
小
田
原
へ
帰
る
。

余
か
洋
行
に
付
き
数
月
間
不
在
に
付
き
、
春
仁
へ
注
意
。

東
宮
沼
津
昨
日
御
出
発
。
葉
山
に
御
一
泊
に
て
今
夕
御
帰
京
。

二
月
七
日　

月
曜　
晴

午
后
一
時
よ
り
田＊

中
少
将
（
前
英
国
大
使
館
附
）
を
呼
ひ
、
英
国
の
情
況
を
聞
く
。

＊
田
中
国
重
陸
軍
少
将

二
月
八
日　

火
曜　
晴

午
后
二
時
に
磯
谷
賀
陽
宮
事
務
官
来
り
。
賀
陽
宮
の
件
に
付
き
談
話
あ
り
た
り
。

堀
内
中
将
来
り
。
面
会
す
。
一
昨
日
（
日
曜
）
に
彼
れ
は
小
田
原
へ
行
き
、
別
邸
を
見
た

る
こ
と
を
申
せ
り
。
大
に
驚
き
い
た
り
。

夕
刻
、
小1

＊

栗
海
軍
中
将
第
三
艦
隊
司
令
長
官
来
り
。
今
回
東
宮
殿
下
御
洋
行
に
付
き
、
余

が
艦
隊
に
乗
る
こ
と
に
付
き
御
礼
と
し
て
来
る
。

水2
＊

野
朝
鮮
政
務
長
官
夫
人
来
り
（
午
后
）。
智
恵
子
に
面
会
す
。
人
参
を
貰
ふ
。
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吉3
＊

田
要
作
に
電
話
に
て
問
合
せ
た
る
と
て
差
支
な
き
と
の
返
報
あ
り
と
申
こ
と
な
り
（
英

国
よ
り
な
ら
ん
？
）。

＊
1
小
栗
孝
三
郎　

＊
2
水
野
錬
太
郎　

＊
3
吉
田
要
作
（
式
部
官
）

二
月
九
日　

水
曜　
晴

午
前
に
石1

＊

原
宮
内
次
官
を
呼
ひ
、
東
宮
御
出
発
の
時
日
を
聞
く
。
今
朝
の
新
聞
に
あ
る
如

く
三
月
三
日
と
決
定
。
但
し
御
沙
汰
の
発
表
は
ま
だ
な
り
と
申
こ
と
な
り
。

午
后
二
時
、
東
宮
御
所
に
参
殿
し
て
、
拝
謁
し
て
、
数
十
分
間
御
話
申
上
く
。

士
官
学
校
予
科
の
教
官
（
春
仁
の
為
の
者
）
五
名
と
科
長
長2

＊

谷
川
少
将
を
呼
ひ
、
面
会
し

て
希
望
を
説
明
せ
り
。

陸
軍
大
臣
を
呼
ひ
、
賀
陽
宮
の
件
に
付
き
申
し
を
き
た
り
。

松
井
小
田
原
よ
り
帰
る
。

＊
1
石
原
健
三　

＊
2
長
谷
川
直
敏
（
陸
軍
士
官
学
校
予
科
長
）

二
月
十
日　

木
曜　
晴

夕
刻
五
時
半
過
き
石
原
宮
内
次
官
来
り
。
良＊

子
女
王
の
件
に
付
き
、
世
間
に
於
て
は
甚
た

不
穏
の
形
勢
に
な
り
た
る
に
付
き
、
中
村
宮
内
大
臣
は
前
の
説
を
取
消
て
辞
職
す
る
に
決

す
る
と
申
来
り
た
り
。

＊
い
わ
ゆ
る
宮
中
某
重
大
事
件
。
皇
太
子
と
良
子
女
王
と
の
婚
約
内
定
取
り
消
し
に
反
対
す
る
運
動
が
高
ま

り
、
中
村
宮
内
大
臣
は
こ
の
日
御
内
定
に
変
更
な
き
こ
と
と
、
自
ら
の
辞
職
を
発
表
し
た

二
月
十
一
日　

金
曜　
小
雪
后
雨

午
前
九
時
半
、
余
の
み
賢
所
に
参
拝
す
。
正
午
の
御
宴
会
に
出
席
す
。
東
宮
殿
下
御
出
ま

し
あ
り
た
り
。

宮
内
大
臣
に
面
会
し
て
色
々
と
談
話
せ
り
。

二
月
十
二
日　

土
曜　
雨
小
雪
又
雨　

小
田
原
行

午
后
零
時
五
十
五
分
東
京
発
に
て
両
人
、
寛
子
、
華
子
小
田
原
行
。

小
田
原
は
殆
ん
と
雨
止
み
た
り
。

二
月
十
三
日　

日
曜　
晴　

小
田
原
滞
在

午
前
十
時
よ
り
自
動
車
に
て
山
縣
元
帥
邸
に
行
き
、
十
一
時
半
頃
帰
る
。

寛
子
、
華
子
、
午
后
三
時
四
十
八
分
小
田
原
発
に
て
帰
京
。

二
月
十
四
日　

月
曜　
晴　

小
田
原
よ
り
帰
京

大＊

島
大
将
来
り
。
面
会
す
。

午
后
二
時
二
十
分
、
小
田
原
発
に
て
両
人
帰
京
。

＊
大
島
義
昌

二
月
十
五
日　

火
曜　
晴　

皇
太
子
供
奉
員
呼
ふ

散
髪
す
。

午
前
九
時
半
中
村
宮
内
大
臣
来
り
、
御
沙
汰
書
を
余
に
。

　
　

皇
太
子
殿
下
海
外
御
巡
遊
随
伴
被
仰
付

御
礼
は
宮
内
大
臣
よ
り
葉
山
へ
伝
達
せ
り
。

別1
＊

当
来
り
。
面
会
す
。

午
后
二
時
頃
、
長
崎
省
吾
来
り
。
過
日
病
気
の
と
き
見
舞
を
送
り
し
礼
に
来
り
。
今
回
余

の
東
宮
随
伴
に
付
き
、
彼
の
前
年
小
松
宮
、
伏
見
宮
に
随
行
せ
し
と
き
、
英
国
に
於
け
る

情
況
と
英
国
皇
室
の
景
況
を
談
す
。
木2

＊

内
前
京
都
知
事
来
る
。
珍
田
伯
以
下
皇
太
子
供
奉

員
を
呼
ひ
、
数
々
注
意
を
与
へ
、
茶
菓
を
出
す
。

＊
1
田
内
三
吉
（
閑
院
宮
別
当
）　

＊
2
木
内
重
四
郎

二
月
十
六
日　

水
曜　
曇　

午
后
よ
り
雨

春
仁
の
体
操
並
に
剣
術
の
教
官
後
藤
大
尉
、
戸
山
学
校
長
と
共
に
来
り
。
面
会
す
。
騎
兵

第
一
聯
隊
長
小1

＊

畑
大
佐
来
り
。
賀
陽
宮
の
近
情
を
談
す
。
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安
藤
子
来
り
。
松
井
に
面
会
す
。
昼
食
を
共
に
し
て
帰
る
。

山2
＊

本
海
軍
大
佐
来
り
。
各
国
巡
遊
の
日
割
を
持
ち
来
る
。

＊
1
小
畑
豊
之
助　

＊
2
山
本
信
次
郎
（
東
宮
職
御
用
掛
）、
皇
太
子
の
供
奉
員
と
し
て
仏
語
通
訳
を
勤
め

る
二
月
十
七
日　

木
曜　
晴

午
后
六
時
半
、
宮
中
晩
餐
。
東
宮
外
遊
の
為
め
各
大
公
使
を
召
さ
る
。
余
も
参
列
す
（
礼

装
）。
八
時
半
頃
帰
る
。
欧
洲
へ
出
張
の
費
用
と
し
て
五
万
円
下
賜
あ
り
。

二
月
十
八
日　

金
曜　
晴

正
午
、
東
宮
御
所
御
食
事
。
各
皇
族
方
。

徳＊

川
貴
族
院
議
長
来
り
。
今
回
余
の
外
国
へ
出
張
に
付
き
、
議
員
を
代
表
し
て
旅
行
の
安

全
を
祝
し
来
る
。

福
田
大
佐
面
会
す
。
其
挨
拶
と
し
て
福
田
を
書
記
官
長
へ
遣
す
。

＊
徳
川
家
達

二
月
十
九
日　

土
曜　
晴

正
午
、
東
宮
御
所
に
於
て
余
始
め
供
奉
員
を
招
さ
れ
食
事
。
西＊

川
新
第
一
師
団
長
を
呼
ひ
、

賀
陽
宮
に
付
き
談
じ
た
り
。

春
仁
昨
日
来
少
々
風
気
と
申
す
こ
と
を
松
井
帰
り
て
申
す
。

＊
西
川
虎
次
郎

二
月
二
十
日　

日
曜　
晴

阿＊

部
小
田
原
中
学
校
長
を
呼
ひ
、
春
仁
三
月
卒
業
に
付
き
長
年
間
の
〔
以
下
欠
〕。

梨
本
宮
来
る
。

＊
阿
部
宗
孝

二
月
二
十
一
日　

月
曜　
晴

午
前
八
時
半
の
特
急
に
て
京
都
に
行
く
。
松
井
、
福
田
、
千
国
供
す
。

午
后
七
時
半
、
京
都
に
着
し
、
長
楽
館
に
泊
る
。

二
月
二
十
二
日　

火
曜　
晴　

寒
し　

京
都

午
前
八
時
よ
り
自
動
車
に
て
桃
山
両
御
陵
、
泉
山
両
御
陵
に
参
拝
。
賀
陽
宮
に
行
き
、
大

妃
殿
下
に
面
会
。
昼
食
后
、
廬
山
寺
、
久
邇
宮
、
相
国
寺
、
村
雲
瑞
龍
寺
に
行
く
。
午
前

に
村＊

雲
様
の
墓
所
に
も
行
き
た
り
。

賀
陽
宮
其
他
よ
り
餞
別
と
し
て
、
菓
子
其
他
品
物
、
或
は
料
を
貰
ふ
。

午
后
八
時
十
分
京
都
発
に
て
帰
京
。
松
井
残
る
。

京
都
は
東
京
よ
り
寒
気
強
く
感
じ
た
り
。

＊
村
雲
日
栄
、
載
仁
親
王
の
姉

二
月
二
十
三
日　

水
曜　
晴　

帰
る

午
前
八
時
東
京
着
。
帰
京
す
。

尾＊

野
中
将
来
り
。
賀
陽
宮
の
件
に
付
き
申
し
来
る
。

福
田
、
平
田
、
横
須
賀
に
行
き
軍
艦
香
取
を
見
る
。
午
前
九
時
五
十
分
発
、
夕
刻
四
時
半

頃
帰
る
。
其
報
告
を
聞
く
。

＊
尾
野
実
信
（
教
育
総
監
部
本
部
長
）

二
月
二
十
四
日　

木
曜　
晴　

曇　

夕
刻
よ
り
雨　

雪
交
じ
り

山
田
彦
総
書
の
教
師
に
面
会
す
。

夕
刻
珍
田
伯
来
り
。
色
々
と
談
話
あ
り
。
其
内
に
牧1

＊

野
宮
内
大
臣
よ
り
過
日
談
あ
り
し
皇

太
子
伊
国
巡
遊
の
件
を
申
す
。
宮
内
大
臣
牧
野
が
原2

＊

総
理
に
面
会
し
た
る
と
き
、
原
も
御

止
め
に
同
意
せ
り
と
云
ふ
こ
と
。
而
し
外
務
大
臣
の
意
見
を
聞
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
な
り
。

＊
1
牧
野
伸
顕　

＊
2
原
敬

二
月
二
十
五
日　

金
曜　
晴
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午
前
十
時
過
、
梨
本
宮
来
る
。
面
会
す
。

松
井
宮
内
省
に
行
き
、
左
の
目
録
を
持
ち
来
る
。

両
陛
下
よ
り　（

ア
キ
マ
マ
）

　
　
　
　

拝
領
す
。

一
、
御
紋
附
銀
花
瓶�
一

一
、
御
紋
附
金
製
巻
莨
入�
一

午
后
に
至
り
御
品
物
来
る
。

二
月
二
十
六
日　

土
曜　
晴

午
后
六
時
半
、
陸
軍
大
臣
晩
餐
。
送
別
の
為
め
余
を
招
く
（
大
臣
急
病
に
て
出
席
せ
ず
）。

午
前
九
時
五
十
分
、
東
京
発
に
て
葉
山
に
行
き
、
両
陛
下
に
御
暇
乞
の
為
め
参
内
。
御
会

食
あ
り
（
両
陛
下
）。
陛
下
よ
り
葡
萄
酒
二
打
と
交
魚
一
籠
、
皇
后
陛
下
よ
り
象
牙
の
置

物
と　（

ア
キ
マ
マ
）

　
　

附
置
時
計
を
拝
領
す
。
帰
途
東
伏
見
宮
へ
行
き
、
来
る
五
月
赤
十
字

総
会
に
余
の
代
理
を
た
の
む
。
有
栖
川
宮
へ
行
く
と
こ
ろ
、
慰
子
様
御
病
気
に
付
き
御
断

あ
り
た
り
。

西
園
寺
八
郎
、
今
朝
七
時
過
き
暴
漢
の
為
め
負
傷
す
。

本
日
よ
り
憲
兵
（
平
服
）
二
名
邸
内
に
詰
る
。

二
月
二
十
七
日　

日
曜　
晴

正
午
、
伏
見
宮
邸
に
於
て
、
各
皇
族
よ
り
皇
太
子
並
に
余
を
食
事
に
招
か
る
。
然
る
に
皇

太
子
少
々
御
風
気
に
て
出
席
な
く
、
余
の
み
出
席
す
。

午
后
六
時
半
、
赤
十
字
社
に
於
て
社
長
以
下
余
の
為
め
送
別
会
に
出
席
す
。
八
時
過
帰
る
。

二
月
二
十
八
日　

月
曜　
晴　

南
風

午
前
十
一
時
三
十
分
、
賢
所
に
参
拝
し
て
神
酒
を
賜
わ
る
。

午
后
一
時
半
、
明
治
神
宮
に
参
拝
す
。

午
后
七
時
、
英
国
大
使
館
の
晩
餐
会
に
出
席
す
。
九
時
帰
る
（
礼
装
）。

皇
太
子
御
風
気
の
為
め
御
出
席
な
し
。

春
仁
小
田
原
よ
り
帰
る
。

竹
田
、
北
白
川
両
妃
殿
下
来
り
、
面
会
。
朝
香
宮
も
来
る
。

三
月
一
日　

火
曜　
曇　

小
雨

東
伏
見
宮
二
方
来
り
、
両
人
に
て
面
会
す
。

夕
刻
、
安
藤
子
二
人
、
三
条
隆
子
、
三
条
チ（

千
代
）ヨ

子
を
呼
ひ
食
事
。
黒
田
夫
婦
は
過
日
来
小

供
と
共
に
沼
津
に
て
流
カ（

感
）ン

に
て
、
但
し
二
、
三
日
来
全
快
な
れ
と
も
来
る
こ
と
を
断
り

た
り
。

三
月
二
日　

水
曜　
曇

今
朝
荷
物
を
出
す
。
平
田
横
浜
に
行
く
。

白＊

川
士
官
学
校
長
来
り
面
会
す
。

春
仁
に
余
の
留
守
中
に
於
け
る
注
意
を
言
ふ
。

明
日
出
発
に
付
き
両
陛
下
よ
り
特
大
籠
の
十
種
の
交
魚
と
酒
二
柳
、
又
皇
后
陛
下
よ
り
御

菓
子
と　（

淺
カ
）草

の
り
を
拝
領
す
。

＊
白
川
義
則
（
陸
軍
士
官
学
校
長
）

三
月
三
日　

木
曜　
曇　

寒
し　

東
京
出
発　

横
浜
出
港　

第
一
日

午
前
七
時
五
十
分
自
動
車
に
て
出
発
に
付
き
午
前
五
時
起
床
、
六
時
朝
食
、
続
ひ
て
出
発

前
、
余
始
め
智
恵
子
以
下
小
供
及
安
藤
子
、
田＊

内
別
当
以
下
と
別
れ
の
シ
ャ
ン
パ
ン
を
飲

ひ
て
内
を
出
る
。
東
宮
御
所
よ
り
御
供
に
て
八
時
三
十
分
出
発
す
。
九
時
二
十
五
分
東
京

駅
発
、
十
一
時
半
横
浜
港
御
出
航
あ
り
た
り
。

皇
子
両
殿
下
、
伏
見
宮
、
東
伏
見
宮
、
伏
見
若
宮
、
梨
本
宮
、
久
邇
宮
（
候
補
生
）、
山

階
宮
、
北
白
川
宮
、
朝
香
宮
、
王
世
子
、
各
大
公
使
以
下
文
武
百
官
御
送
り
申
上
く
。
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海
上
曇
天
に
し
て　

（
ア
キ
マ
マ
）あ

れ
と
も
船
と（

動

揺

）

ー
よ
ー
せ
ず
。
夕
刻
伊
豆
の
南
方
を
通
過
す
。
雨

と
な
る
。

夕
食
午
后
五
時
半
。

＊
田
内
三
吉
（
閑
院
宮
別
当
）

三
月
四
日　

金
曜　
晴　

曇　

船
中
第
二
日

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。
九
時
過
き
よ
り
上
甲
板
に
行
き
皇
太
子
殿
下
に
拝
謁
す
。

殿
下
御
運
動
中
な
り
。

昨
夜
は
海
上
平
穏
な
り
し
も
、
今
朝
よ
り
波
稍
高
く
、
香
取
稍
左
右
に
動
揺
す
。
正
午
の

食
事
に
は
皇
太
子
船
暈
の
為
め
出
席
な
く
、
余
以
下
食
事
を
為
す
。
食
堂
に
着
席
す
る
や

上
窓
よ
り
波
入
り
来
り
余
の
左
肩
を
濡
す
。
其
他
の
人
に
も
波
が
か
か
り
た
り
。
故
に
食

堂
を
他
に
う
つ
す
。

正
午
艦
は
紀
州
潮
崎
南
方
約
九
十
哩
の
位
置
に
あ
る
。

波
高
く
右
ゲ（

舷
）ン

よ
り
左
ケ
ン
に
波
上
甲
板
を
流
る
ゝ
な
り
。

東
京
よ
り
数
回
の
電
報
無
線
に
て
来
る
。

三
月
五
日　

土
曜　
晴
、
曇　

稍
暖
気
と
な
る　

船
中
第
三
日　

第
一
報

起
床
、
朝
食
同
し
。
午
前
九
時
過
き
よ
り
東
宮
殿
下
と
デ
ッ
キ
ゴ
ル
フ
を
為
す
。
昼
食
は

余
の
み
室
に
て
。
時
々
写
真
を
と
る
。
夕
刻
に
無
線
電
線
室
を
見
る
。
夕
食
は
皆
と
共
に

す
。
東
宮
出
席
な
し
。

昨
日
よ
り
波
稍
鎮
ま
る
。
然
し
時
々
波
上
甲
板
に
上
る
。
一
昨
日
来
伊
豆
の
南
端
よ
り
一

直
線
に
中
条

（
城
）湾

に
向
ふ
。
但
し
本
日
は
西
北
風
の
為
め
稍
南
方
に
流
さ
る
。

第
一
報
を
東
京
に
出
す
。

三
月
六
日　

日
曜　
晴　

沖
縄
に
上
陸　

船
中
第
四
日

午
前
九
時
半
過
、
香
取
中
城
湾
に
入
港
し
、
川＊

越
知
事
以
下
来
り
面
会
。
十
時
過
退
艦
、

約
三
十
分
小
蒸
汽
に
て
与
那
原
に
上
陸
、
軽
便
に
て
那
覇
に
行
き
、
県
庁
に
て
昼
食
、
物

産
を
見
る
。
知
事
よ
り
写
真
帖
、
野
菜
一
籠
、
ラ
ン
二
鉢
頼
み
た
る
為
め
、
市
長
よ
り

カ（
ガ
ジ
ュ
マ
ル
）

ズ
マ
ル
二
鉢
、
蘇
鉄
二
鉢
を
貰
ふ
。
首
里
に
行
き
尚
侯
爵
邸
に
行
き
旧
城
跡
に
見
物
す
。

其
間
人
力
車
、
那
覇
よ
り
再
ひ
軽
便
に
て
与
那
原
へ
帰
り
、
午
后
四
時
過
き
小
蒸
汽
に
て

香
取
に
帰
る
。
五
時
過
き
な
り
。
六
時
過
き
中
城
湾
出
港
、
香
港
に
向
ふ
。

今
朝
よ
り
暑
を
感
ず
。

＊
川
越
壮
助
（
沖
縄
県
知
事
）

三
月
七
日　

月
曜　
晴
曇　

暖
気
と
な
る　

船
中
第
五
日

昨
夜
半
十
二
時
に
於
て
時
計
を
一
時
間
遅
ら
す
。
故
に
内
地
よ
り
一
時
間
遅
く
て
仮
令
は

午
前
六
時
は
内
地
の
五
時
と
同
し
。
海
上
平
穏
、
皇
太
子
と
デ
ッ
キ
ゴ
ル
フ
を
為
す
。

午
后
よ
り
海
上
波
稍
高
く
な
る
。

今
朝
飛
魚
三
尾
香
取
艦
上
に
飛
揚
し
来
る
。
鹿
島
に
も
三
尾
来
り
と
云
ふ
。

正
午
宮
古
島
の
南
に
あ
り
。

夕
食
は
皇
太
子
供
奉
員
と
共
に
せ
ら
る
。

本
日
よ
り
冬
服
を
止
め
春
の
四
五
月
の
服
と
交
替
せ
り
。

三
月
八
日　

火
曜　
晴　

時
々
小
雨　

船
中
第
六
日　

寝
室
七
十
三
度

起
床
、
朝
食
、
同
し
。
昨
日
来
中
城
湾
を
出
で
進
路
を
西
南
に
と
り
し
も
台
湾
に
近
づ
く

に
し
た
が
ひ
進
路
を
直
西
に
と
り
火
焼
島
の
北
方
よ
り
台
湾
東
岸
に
並
行
し
て
南
下
し
、

最
南
端
に
於
て
新
高
艦
来
り
奉
迎
す
。
此
艦
は
澎
湖
島
に
あ
り
て
警
備
に
あ
る
者
な
り
。

時
に
午
后
五
時
過
な
り
。
其
時
よ
り
進
路
を
西
稍
北
に
と
り
香
港
に
向
ふ
。

三
月
九
日　

水
曜　
晴
時
々
小
雨　

船
中
第
七
日

起
床
、
食
事
前
日
に
同
し
。

暖
気
大
に
加
わ
る
。
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本
日
正
午
に
は
台
湾
南
端
と
香
港
の
中
央
に
あ
る
。
あ
ま
り
近
き
に
よ
り
速
力
を
ゆ
る
め

る
。

午
后
よ
り
支
那
ジ
ャ
ン
ク
を
見
始
め
る
。

三
月
十
日　

木
曜　
晴　

午
后
よ
り
小
雨　

夜
半
大
に
降
る　

香
港
着
、
午
前
八
時
過　

第
二
報
を
出
す

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
食
事
。

午
前
七
時
頃
よ
り
香
港
入
口
に
着
す
。
八
時
過
同
港
に
着
す
。
領
事
及
コ1

＊

ン
ツ
ン
メ
ー
氏

来
る
。
色
々
と
香
港
の
模
様
を
聞
く
。
九
時
半
皇
太
子
、
総
督
の
伺
候
を
受
ら
る
。
随
員

も
来
る
。
余
も
面
会
す
。
皇
太
子
、
十
時
に
英
国
軍
艦
に
行
か
れ
総
督
を
答
問
せ
ら
る
。

十
一
時
、
英
国
の
他
の
官
吏
に
賜
謁
。

午
后
八
時
、
総
督
官
邸
に
於
け
る
晩
餐
会
に
余
の
み
出
席
す
。
皇
太
子
は
出
席
な
し
（
鮮

人
云
々
の
為
）。
十
一
時
過
き
帰
る
。
燕
尾
服
。
香
取
よ
り
出
発
の
と
き
雨
大
に
降
る
。

松2
＊

井
・
平3

＊

田
、
上
港
し
て
買
物
に
行
く
。

香
港
の
陸
地
の
家
は
甚
た
綺
麗
に
し
て
大
な
る
家
あ
り
。
夜
間
は
灯
火
の
為
め
山
の
上
迄

電
灯
あ
り
て
綺
麗
な
り
。

海
軍
工
廠
内
に
船
着
き
自
動
車
に
て
軍
隊
若
干
、
途
中
に
あ
り
。

＊
1
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ポ
ン
ソ
ン
ビ
フ
ェ
ー
ン
、
香
港
政
庁
か
ら
の
連
絡
係　

＊
2
松
井
修
徳
（
閑
院
宮
事
務

官
）　

＊
3
平
田
輝
吉
（
閑
院
宮
附
属
）

三
月
十
一
日　

金
曜　
曇　

晴　

夕
刻
よ
り
雨　

香
港
滞
在

午
前
九
時
半
よ
り
余
は
皇
太
子
と
平
服
に
て
「
コ（

ポ
ン
ソ
ン
ビ
）

ン
ソ
ン
ビ
ー
」
の
案
内
に
て
工
廠
内
に

上
陸
し
て
二
台
の
自
動
車
に
て
分
乗
す
。
皇
太
子
、
入
江
、
珍
田
、
コ
ン
ソ
ン
ビ
ー
、
他

の
一
台
に
は
余
と
松
井
、
福
田
、
奈
良
。
香
港
の
市
街
を
通
過
し
て
約
三
十
分
の
后
総
督

と
合
し
、
総
督
の
自
動
車
に
は
小
松
侯
、
山
本
あ
り
。
官
邸
よ
り
出
で
て
前
に
着
せ
り
。

夫
れ
よ
り
香
港
の
裏
に
な
る
貯
水
池
の
あ
る
地
点
に
行
き
、
若
干
徒
歩
運
動
し
て
再
ひ
自

動
車
に
て
軍
艦
の
既
に
待
ち
を
る
地
点
迄
行
き
乗
船
せ
り
。
同
船
中
に
て
昼
食
、
午
后
二

時
過
香
取
に
帰
る
。
本
日
は
ス
ト
ン
カ
ッ
タ
ー
ス
と
云
ふ
地
に
行
く
予
定
な
り
し
も
、
多

く
の
土
地
の
人
知
ら
ん
為
め
総
督
の
心
配
に
て
昨
夕
急
に
変
更
し
た
る
な
り
。
午
后
三
時

よ
り
鹿
島
艦
上
の
茶
話
会
に
皇
太
子
と
行
く
。
日
本
人
数
多
あ
り
た
り
。
婦
人
も
あ
る
。

三
月
十
二
日　

土
曜　
快
晴　

湿
度
六
十
六
度　

稍
冷
し　

香
港
滞
在

午
前
九
時
半
よ
り
英
国
小
汽
船
に
て
灯
台
の
あ
る
一
小
島
に
行
く
。
総
督
も
同
行
す
。
正

午
過
き
帰
る
。
午
后
四
時
、
在
留
の
日
本
小
学
校
生
徒
約
六
十
名
来
り
皇
太
子
に
拝
謁
す
。

御
菓
子
を
賜
わ
る
。
午
后
七
時
よ
り
艦
内
に
皇
太
子
よ
り
総
督
以
下
を
召
さ
れ
晩
餐
会
あ

り
。

三
月
十
三
日　

日
曜　
快
晴　

香
港
出
港　

航
海
第
八
日

午
前
九
時
半
、
総
督
香
取
に
来
る
。
皇
太
子
に
御
分
れ
の
為
め
な
り
。
軍
艦
は
十
時
に
出

港
す
。
海
上
平
穏
な
れ
と
も
波
の
為
め
稍
動
く
。

午
后
七
時
過
き
よ
り
活
動
写
真
あ
り
た
り
。

香
港
総
督
は
エ（

レ
ジ
ナ
ル
ド
・
ス
タ
ツ
ブ
ス
）

ド
ワ
ー
ル
・
ス
チ
ュ
ブ
ス
。

三
月
十
四
日　

月
曜　
晴　

室
内
約
八
十
度
と
な
る　

航
海
第
九
日

起
床
、
食
事
同
し
。
午
前
八
時
過
き
散
髪
す
。

正
午
に
時
計
を
三
十
分
遅
く
す
る
。
海
上
の
波
な
き
が
如
き
も
大
な
る
う
ね
り
に
て
船
稍

動
く
。
然
し
平
穏
な
り
。

夕
食
后
デ
ッ
キ
ゴ
ル
フ
を
為
す
。

三
月
十
五
日　

火
曜　
晴　

昨
日
よ
り
稍
冷
し
七
十
六
、
七
度　

航
海
第
十
日

起
床
、
食
事
同
し
。

皇
太
子
の
仏
語
を
拝
見
す
。

夕
食
后
活
動
写
真
あ
り
た
り
。
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三
月
十
六
日　

水
曜　
曇　

室
内
八
十
二
度　

航
海
第
十
一
日

日
中
は
毎
日
と
変
化
な
し
。

夕
食
后
活
動
写
真
あ
り
た
り
。

植
木
の
手
入
を
松
原
と
申
す
特
務
少
尉
に
二
、
三
日
前
よ
り
た
の
む
。

本
日
の
正
午
は
安
南
沖
の
南
方
を
航
海
す
。
夕
刻
よ
り
稍
冷
し
く
な
り
た
る
も
室
内
は
暑

し
。

三
月
十
七
日　

木
曜　
晴
曇　

室
内
八
十
一
度　

航
海
第
十
二
日　

第
三
報

昨
日
と
同
し
。

左
に
島
を
見
る
。
午
后
四
時
頃
な
り
。

海
上
平
穏
な
り
。

特
筆
す
べ
き
件
な
し
。
二
、
三
舟
を
見
る
。

第
三
報
を
書
く
。

小
松
侯
、
両
三
日
前
よ
り
病
気
の
と
こ
ろ
漸
次
よ
く
な
る
。

三
月
十
八
日　

金
曜　
晴　

新
嘉
坡
着
、
午
前
八
時

起
床
は
午
前
五
時
半
、
朝
食
六
時
半
。
其
以
前
よ
り
新
嘉
坡
入
口
の
諸
島
を
見
る
。
軍
艦

は
七
時
過
ぎ
よ
り
港
内
に
入
り
つ
ゝ
あ
り
て
八
時
稍
前
に
礼
砲
を
打
ち
つ
ゝ
港
内
に
止
る
。

総
領
事
は
英
国
の
陸
海
両
武
官
と
来
る
。
皇
太
子
に
領
事
拝
謁
。
十
時
に
総
督
の
伺
候
を

受
ら
る
、
次
に
東
洋
艦
隊
司
令
長
官
の
伺
候
あ
り
。
皇
太
子
、
答
問
の
為
め
英
国
軍
艦
に

行
か
る
。

午
后
三
時
半
ゴ（

濠
）ー

洲
艦
隊
司
令
官
伺
候
。
四
時
半
英
国
の
主
な
る
文
武
官
約
三
十
名
、
皇

太
子
に
拝
謁
。
松
井
、
平
田
上
陸
、
福
田
も
同
し
。

新
嘉
坡
総
督
はG

＊uillem
ard

＊
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
ン
ス
・
ギ
ル
マ
ー
ド

三
月
十
九
日　

土
曜　
晴　

八
十
六
、
七
度　

滞
在

午
前
八
時
半
よ
り
香
取
を
下
り
、
総
督
よ
り
差
廻
し
の
小
蒸
汽
に
て
上
陸
、
特
別
な
る
上

陸
点
、
皇
太
子
も
同
行
、
総
督
来
り
あ
り
。
皇
太
子
同
乗
、
余
は
次
の
自
動
車
に
て
新
嘉

坡
の
裏
の
道
路
よ
り
う
廻
し
て
植
物
園
に
行
き
、
園
内
約
三
十
分
徒
歩
見
物
す
。
夫
れ
よ

り
総
督
官
邸
に
立
寄
。
次
に
水
源
地
、
日
新
ゴ
ム
園
見
物
し
て
正
午
過
香
取
に
帰
る
。

午
后
八
時
、
食
事
の
為
め
総
督
官
邸
へ
再
ひ
行
く
。
燕
尾
服
、
十
一
時
過
帰
る
。

三
月
二
十
日　

日
曜　
晴
曇　

八
十
五
、
六
度　

滞
在

午
前
八
時
半
よ
り
香
取
を
出
て
上
陸
、
総
督
よ
り
同
行
し
て
皇
太
子
と
博
物
館
を
見
物
す
。

本
日
は
日
曜
な
れ
と
も
特
に
開
き
て
見
物
を
な
さ
し
め
た
り
。

正
午
、
駐
在
陸
海
両
武
官
の
為
め
昼
餐
、
中＊

村
公
使
ブ（

ブ
ラ
ジ
ル
）

レ
ジ
ル
よ
り
帰
朝
の
途
の
為
め
新

嘉
坡
に
船
入
港
す
。
今
朝
故
に
後
れ
て
来
る
。
午
后
一
時
よ
り
日
本
小
学
校
生
徒
約
五
十

名
来
り
皇
太
子
謁
を
賜
わ
る
。
菓
子
を
拝
領
す
。

午
后
三
時
半
よ
り
鹿
島
艦
上
に
於
て
香
港
て
在
り
し
如
く
茶
談
会
に
皇
太
子
と
出
席
。
角

力
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
、
仮
装
行
列
等
あ
り
。

＊
中
村
巍
（
在
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
公
使
）

三
月
二
十
一
日　

月
曜　
晴　

滞
在　

艦
上
晩
餐
会

起
床
、
食
事
同
し
。
本
日
は
春
季
皇
霊
祭
に
付
き
艦
上
に
て
遙
拝
式
を
施
行
す
（
午
前
八

時
の
軍
艦
旗
上
げ
后
）。
八
時
半
よ
り
総
督
の
ヨ
ッ
ト
に
て
新
嘉
坡
島
を
一
周
す
。
約
七

時
間
に
て
四
時
に
香
取
に
帰
る
。

午
后
七
時
半
よ
り
艦
上
へ
皇
太
子
よ
り
総
督
以
下　（

ア
キ
マ
マ
）

　

名＊

を
召
さ
れ
晩
餐
会
、
余

も
列
す
。

南
洋
物
産
陳
列
館
よ
り
書
物
、
写
真
を
貰
ふ
。

日
本
人
会
よ
り
写
真
と　（

ア
キ
マ
マ
）

　
　
　

鳥
を
貰
ふ
。
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＊
別
の
記
録
で
は
十
四
名

三
月
二
十
二
日　

火
曜　
晴　

驟
雨
来
る　

航
海
第
十
三
日　

新
嘉
坡
発

起
床
、
食
事
同
し
。
午
前
八
時
半
総
督
香
取
艦
に
来
り
皇
太
子
に
謁
し
御
出
発
を
祝
す
。

余
も
亦
礼
を
申
せ
り
。

九
時
、
同
港
を
出
艦
、
日
本
人
数
多
小
蒸
汽
に
て
御
送
り
に
来
る
。
同
港
を
去
る
こ
と
約

二
、
三
十
分
に
し
て
驟
雨
来
り
た
り
。
去
る
十
八
日
以
来
雨
な
く
し
て
甚
た
珍
ら
し
き
天

気
つ
づ
き
と
申
こ
と
な
り
し
。
其
后
二
、
三
十
分
に
し
て
雨
止
み
曇
天
に
し
て
海
上
甚
た

平
穏
な
り
。
暑
気
は
稍
減
少
す
。

若
干
の
舟
に
遭
遇
す
。
夕
食
后
に
Ｍ
Ｍ
会
社
の
一
汽
船
本
艦
を
乗
越
し
て
進
み
た
り
。

三
月
二
十
三
日　

水
曜　
晴　

驟
雨
あ
り　

航
海
第
十
四
日

起
床
、
食
事
同
し
。

本
日
は
驟
雨
の
為
め
か
暑
気
甚
た
し
く
な
く
寒
暖
計
も
八
十
度
に
昇
ら
ず
。

若
干
の
船
に
遭
遇
す
る
な
り
。

夕
食
前
に
救
助
の
演
習
あ
り
。
水
兵
の
角
力
を
見
る
。
食
后
は
松
平
学
円
の
講
談
を
聞
く
。

三
月
二
十
四
日　

木
曜　
晴
稍
曇　

暑
気
に
て
温
度
八
十
二
度　

航
海
第
十
五
日

起
床
、
食
事
同
し
。

ス
マ
ト
ラ
島
の
西
北
端
に
夕
刻
達
す
。
明
日
よ
り
コ
ロ
ン
ボ
に
近
ず
く
迄
は
何
に
も
島
を

見
る
こ
と
な
し
。
但
し
本
日
も
若
干
の
船
に
遭
遇
せ
り
。

今
朝
九
時
過
き
に
磁
針
器
を
験
査
せ
り
。

三
月
二
十
五
日　

金
曜　
晴
曇　

驟
雨
来
り
し
も
他
方
面
に
行
き
た
り　

航
海
第
十
六
日

起
床
、
食
事
同
し
。

印
度
洋
に
出
て
た
る
為
め
軍
艦
稍
動
揺
す
。

防
火
演
習
を
夕
食
前
に
施
行
す
。

夕
食
后
は
講
談
あ
り
た
り
。

三
月
二
十
六
日　

土
曜　

晴
曇　

温
度
八
十
二
度

航
海
第
十
七
日

起
床
、
食
事
前
日
に
同
し
。

多
少
の
動
揺
あ
る
も
海
上
平
穏
な
り
。
時
々
飛

魚
の
飛
ぶ
を
見
る
。
救
助
演
習
を
為
す
を
見
る
。

夕
食
后
、
皇
太
子
御
持
ち
の
活
動
写
真
を
見
る
。

〔
イ
ン
ド
洋
の
地
図
の
書
込
み
あ
り
（
上
掲
）〕

三
月
二
十
七
日　

日
曜　

晴
曇　

温
度
八
十
二
度
強

航
海
第
十
八
日　

第
四
報

起
床
、
食
事
同
し
。

毎
日
変
化
な
し
。
デ
ッ
キ
ゴ
ル
フ
遊
戯
等
と
仏

語
の
復
習
な
り
。
午
后
五
時
過
き
よ
り
艦
隊
の
陣
形
演
習
あ
り
。
為
め
に
軍
艦
稍
動
揺
す
。

夕
食
后
講
談
あ
り
。

午
后
に
鯨
が
潮
を
吹
き
た
る
と
申
こ
と
な
り
し
も
余
は
見
さ
る
な
り
。

東
京
智
恵
子
へ
第
四
報
を
本
日
書
く
。

三
月
二
十
八
日　

月
曜　
晴　

温
度
八
十
二
、
三
度　

古
倫
母
着
滞
在　

雨
あ
り

五
時
半
起
床
、
六
時
半
食
事
。

今
午
前
三
時
過
き
、
ロ（

漏
）ー

電
を
水
兵
が
思
ひ
ち
が
い
し
て
火
事
と
思
ひ
報
知
せ
り
と
申
こ

と
を
今
朝
聞
き
し
。
夫
れ
故
に
鹿
島
よ
り
参
謀
長
連
か
来
り
た
り
。
軍
艦
は
午
前
八
時
古

倫
母
港
外
に
達
し
八
時
過
き
よ
り
港
内
に
入
り
た
り
。
領
事　

田
ト
名
誉
領

事　

2

（
ア
キ
マ
マ
）＊

　
　
　

来
る
。
総
督
の
副
官
も
同
時
来
る
。
十
時
、
総
督
メ（

マ
ニ
ン
グ
）

ニ
ン
グ
氏
、

副
官
以
下
と
共
に
皇
太
子
を
謁
問
。
其
后
皇
太
子
答
問
の
為
総
督
官
邸
に
上
陸
せ
ら
る
。

衛
兵
整
列
、
官
民
多
く
道
路
上
に
あ
り
と
云
ふ
。
儀
装
馬
車
（
六
頭
疋
）。

午
后
七
時
十
五
分
よ
り
皇
太
子
と
余
は
総
督
官
邸
の
晩
餐
会
に
出
席
（
燕
尾
服
）、
十
一

（
ア
キ
マ
マ
）＊
1

３月 26日
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時
帰
る
。

＊
1
縫
田
栄
四
郎
（
在
ボ
ン
ベ
イ
領
事
）　

＊
2
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア

三
月
二
十
九
日　

火
曜　
晴　

暑
気
強
し　

カ
ン
ジ
ー
に
出
発　

総
督
官
邸

午
前
十
一
時
の
汽
車
に
て
カ
ン
ジ
ー
に
出
発
、
総
督
波
止
場
に
皇
太
子
を
向
へ
停
車
場
に

は
夫
人
も
あ
り
。
特
別
列
車
に
て
余
始
め
一
行
出
発
す
。
汽
車
中
昼
食
、
午
后
二
時
半
過

き
カ
ン
ジ
ー
の
総
督
官
邸
に
泊
る
。
停
車
場
よ
り
は
自
動
車
に
（
皇
太
子
の
）
騎
兵
附
に

て
公
式
の
如
き
入
市
に
て
市
民
多
数
途
中
に
あ
り
た
り
。
御
茶
后
仏
寺
に
行
き
シ
ャ
カ
の

歯
及
公
園
を
一
周
。
八
時
晩
餐
会
あ
り
（
燕
尾
服
）、
食
后
約
三
十
疋
の
象
及
ひ
土
人
の

を
ど
り
を
見
る
。
甚
た
〔
以
下
欠
〕

当
地
は
千
六
百
以
上
の
高
地
な
る
故
に
古
倫
母
よ
り
も
稍
冷
し
け
れ
と
も
日
中
は
大
な
る

差
な
き
も
夜
間
よ
り
翌
朝
に
至
る
迄
は
冷
し
く
て
寝
る
に
は
甚
た
可
な
り
。

汽
車
は
約
三
時
間
半
な
り
。

三
月
三
十
日　

水
曜　

晴　

午
后
雷
雨
、
稍
冷
し　

カ
ン
ジ
ー
出
発
、
古
倫
母
に
帰
る　

午
后
三
時
十
五
分
発
、

〃
六
時
三
十
分
着
、
七
時
稍
前
香
取
に
帰
る

午
前
十
時
よ
り
総
督
夫
婦
の
同
車
に
て
植
物
園
を
見
る
。
一
時
昼
食
、
午
后
三
時
十
五
分

カ
ン
ジ
ー
出
発
。
其
時
よ
り
雷
始
ま
り
、
出
発
后
雨
降
り
、
雷
鳴
す
。
古
倫
母
着
時
も
雨

に
て
、
然
し
暑
気
は
稍
少
し
。
然
し
軍
艦
内
は
暑
し
。

両
日
共
余
は
総
督
夫
人
と
同
車
す
。

松
井
、
買
物
に
市
中
に
行
く
も
善
き
物
な
き
と
申
こ
と
な
り
。
象
の
置
物
の
如
き
も
日
本

に
て
製
す
る
と
云
ふ
こ
と
。

三
月
三
十
一
日　

木
曜　
晴　

暑
し　

古
倫
母
滞
在

起
床
五
時
半
、
食
事
六
時
半
。

八
時
上
陸
し
て
波
止
場
に
は
総
督
夫
婦
あ
り
て
皇
太
子
と
共
に
古
倫
母
の
博
物
館
に
行
き
、

帰
途
景
色
の
よ
き
海
岸
に
行
き
小
憩
し
て
、
十
時
半
過
き
軍
艦
に
帰
り
、
正
午
鹿
島
に
行

き
、
小
栗
司
令
長
官
以
下
と
昼
食
。
其
后
土
人
の
手
品
を
見
る
。
又
四
時
稍
前
よ
り
上
陸

し
て
皇
太
子
と
ゴ
ル
フ
場
に
行
く
。
皇
太
子
、
総
督
夫
婦
と
ゴ
ル
フ
を
為
し
、
六
時
半
過

き
軍
艦
に
帰
り
、
八
時
皇
太
子
、
総
督
以
下
を
艦
上
に
召
さ
れ
晩
餐
会
。
十
時
半
過
き
終

る
。

本
日
は
衣
服
を
変
る
こ
と
四
回
に
及
べ
り
。

本＊

多
公
使
ヲ
ー
ス
ト
リ
ヤ
国
へ
赴
任
の
途
中
三
島
丸
に
て
今
朝
当
地
着
、
面
会
す
。

＊
本
多
熊
太
郎
（
在
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
使
）

四
月
一
日　

金
曜　
晴　

暑
し　

古
倫
母
出
発　

航
海
第
十
九
日

起
床
、
食
事
平
常
の
時
な
り
。

総
督
は
昨
夕
に
て
御
別
を
為
し
今
朝
は
来
ら
ず
。

午
前
九
時
出
港
し
て
蘇

（
ス
エ
ズ
）

士
に
直
行
す
。
来
る
十
五
日
着
の
予
定
な
り
。
今
朝
は
暑
き
も
午

后
よ
り
は
近
き
場
所
に
驟
雨
あ
り
し
と
見
え
風
あ
り
稍
冷
し
く
あ
り
し
。
而
し
夕
刻
よ
り

暑
く
な
る
。

四
月
二
日　

土
曜　
晴　

暑
し　

八
十
四
、
五
度　

航
海
第
二
十
日

起
床
、
食
事
平
常
の
時
間
な
り
。

海
上
平
穏
に
し
て
波
な
く
、
ま
る
で
油
を
流
し
た
る
が
如
し
。
若
干
の
船
に
遭
遇
す
。
又

速
力
の
速
き
船
は
軍
艦
を
乗
越
し
て
行
く
も
あ
る
。
午
前
十
一
時
過
き
稍
近
く
に
鯨
三
、

四
疋
が
能
其
体
を
見
せ
た
り
。

夕
食
后
、
鹿
島
に
て
花
火
若
干
を
為
し
て
見
せ
た
り
。

皇
太
子
御
持
参
の
活
動
写
真
コ
ロ
ン
ブ
ス
亜
米
利
加
発
見
の
者
な
り
。

四
月
三
日　

日
曜　
晴　

時
々
驟
雨　

八
十
三
、
四
度　

航
海
第
二
十
一
日

本
日
は
神
武
天
皇
祭
に
付
き
午
前
八
時
四
十
五
分
に
上
甲
板
に
て
遙
拝
式
を
施
行
す
。
通
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常
礼
装
。

今
朝
午
前
五
時
過
き
一
時
軍
艦
の
停
止
せ
る
を
知
る
。
夫
れ
は
后
に
て
聞（

マ

マ

）

き
け
ば
軍
艦
鹿

島
に
て
蒸
汽
気
管
の
破
裂
の
為
め
即
死
三
名
と
重
傷
者
一
名
を
出
し
た
る
な
り
。
約
一
時

間
半
の
后
前
進
を
始
め
た
り
。
故
に
死
者
に
十
五
円
つ
ゝ
、
重
傷
者
に
七
円
五
十
銭
を
送

る
。

本
日
時
計
を
三
十
分
遅
ら
す
。
午
后
四
時
に
御
茶
を
始
め
る
。
夕
食
は
七
時
と
な
る
。

夕
食
の
楽
を
止
む
。

四
月
四
日　

月
曜　
晴
但
し
驟
雨
あ
り　

昨
日
よ
り
稍
冷
し　

八
十
一
度　

航
海
第
二
十
二
日

今
朝
午
前
四
時
頃
に
驟
雨
あ
り
。
寝
室
の
窓
に
風
取
り
の
ま
ま
に
て
あ
り
し
為
め
雨
の
音

に
て
目
を
覚
ま
し
、
大
急
に
て
夫
れ
を
取
り
た
り
。
午
前
五
時
半
起
床
。

午
前
六
時
散
髪
す
。
七
時
過
き
よ
り
又
驟
雨
来
り
、
其
后
稍
暑
気
減
し
た
り
。

午
前
九
時
よ
り
鹿
島
に
て
昨
日
の
死
者
の
為
め
水
葬
を
行
ふ
。
余
始
め
上
甲
板
に
集
ま
り

た
り
。
十
時
過
き
終
る
。

夕
食
の
楽
を
止
む
。

四
月
五
日　

火
曜　
晴　

天
候
海
上
共
平
穏
、
北
風
の
為
め
稍
暑
気
少
し　

航
海
第
二
十
三
日

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

特
筆
す
べ
き
件
な
き
も
、
午
后
三
時
過
き
に
皇
太
子
に
今
后
に
於
け
る
御
注
意
を
珍
田
と

共
に
申
上
く
。

夕
食
后
活
動
写
真
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
者
な
り
。

三
十
分
時
計
を
遅
く
す
る
。

四
月
六
日　

水
曜　
快
晴　

午
前
中
は
暑
く
午
后
よ
り
北
風
に
て
稍
暑
気
少
し　

航
海
第
二
十
四
日

起
床
、
食
事
同
し
。

艦
隊
は
午
前
八
時
過
き
よ
り
演
習
を
始
む
。
距
離
測
定
の
為
め
両
艦
は
一
万
二
、
三
千
米

の
間
隔
を
と
る
。
又
火
光
通
信
を
為
せ
り
。
海イ

ル
カ豚

数
十
疋
を
見
る
。

昨
日
の
如
く
御
注
意
を
申
し
上
く
。

四
月
七
日　

木
曜　
快
晴　

西
南
風
な
れ
と
も
暑
気
稍
少
し　

航
海
第
二
十
五
日

起
床
、
食
事
同
し
。

本
日
午
前
八
時
半
、
小
栗
司
令
長
官
本
艦
に
来
り
艦
内
巡
視
を
為
す
。
約
二
時
間
。
昼
餐

を
皇
太
子
以
下
と
共
し
、
午
后
四
時
の
茶
の
后
、
鹿
島
に
帰
ら
ん
と
す
。
其
稍
前
本
艦
に

於
て
も
過
日
鹿
島
に
有
り
し
と
同
し
蒸
気
機
関
の
破
裂
あ
り
。
為
め
に
機
関
兵
二
名
即
死
、

軽
傷
者
二
名
を
出
せ
り
。
故
に
前
回
と
同
し
く
金
を
送
る
。

午
后
左
舷
に
若
干
の
海
豚
を
見
る
。

海
上
平
穏
な
り
。

四
月
八
日　

金
曜　
快
晴　

西
南
風　

暑
気
稍
少
き
も
空
気
重
し　

航
海
第
二
十
六
日

起
床
、
食
事
同
し
。

海
豚
多
数
海
面
上
に
見
る
。

午
后
三
時
よ
り
死
者
の
為
め
水
葬
を
施
行
す
。
小
栗
司
令
長
官
来
り
前
甲
板
に
て
儀
式
あ

り
。
供
奉
員
も
参
列
せ
り
。
四
時
に
終
る
。
其
式
は
水
兵
中
に
僧
あ
り
、
御
経
を
読
み
、

色
々
と
供
物
あ
り
、
其
他
の
品
物
も
常
に
準
備
し
あ
る
者
の
如
し
と
云
ふ
。

四
月
九
日　

土
曜　
快
晴　

昨
日
と
同
し
、
但
し
暑
気
加
わ
る　

航
海
第
二
十
七
日

起
床
、
食
事
同
し
。

本
日
は
海
上
平
穏
に
し
て
特
筆
す
べ
き
件
な
し
。

海
豚
出
没
す
。

今
夜
午
前
二
時
頃
ア
デ
ン
灯
台
を
見
る
と
云
ふ
。

四
月
十
日　

日
曜　
快
晴　

昨
日
と
同
し
、
但
し
風
位
変
化
す　

航
海
第
二
十
八
日

起
床
、
食
事
同
し
。
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昨
夜
午
前
二
時
過
き
小
便
の
為
め
起
き
た
る
と
き
窓
よ
り
ア
デ
ン
の
両
灯
台
を
見
る
。

今
朝
よ
り
バ
ブ
デ
ル
マ
ン
ベ
エ
ー
ル
と
申
す
紅
海
の
入
口
の
海
峡
附
近
の
土
地
を
見
つ
ゝ

午
前
十
一
時
過
よ
り
ペ
ル
ム
島
を
通
過
し
て
紅
海
に
入
る
。
其
時
よ
り
風
始
ま
る
稍
暑
気

も
減
ず
。
午
后
一
時
過
き
よ
り
右
舷
ア
ラ
ビ
ヤ
土
地
に
あ
る
「
モ（

メ
ッ
カ
）

ッ
カ
」
と
申
す
稍
大
な

る
町
を
見
る
。
稍
家
大
に
し
て
高
き
寺
の
塔
を
見
る
。
夜
に
な
り
又
灯
台
を
見
る
。

午
后
五
時
半
頃
よ
り
将
校
の
柔
道
を
見
る
。

四
月
十
一
日　

月
曜　
晴　

海
上
稍
波
あ
り　

北
西
の
風
に
て
稍
暑
気
少
し　

航
海
第
二
十
九
日

起
床
、
食
事
同
し
。

本
日
は
昭
憲
皇
太
后
御
例
祭
日
に
付
き
午
前
八
時
四
十
五
分
よ
り
遙
拝
式
を
艦
上
に
て
施

行
、
皇
太
子
、
余
始
め
参
列
す
。
大
阪
商
船
の
一
商
船
に
あ
ふ
。
七
万
頓
と
申
こ
と
な
り
。

終
日
陸
地
を
見
ず
。
十
四
日
迄
陸
地
を
見
ざ
る
と
云
ふ
。
紅
海
の　
　

も
可
な
り
大
な
る

者
な
り
。
其
長
さ
は
北
海
道
の
北
端
よ
り
九
州
の
南
端
に
至
る
長
さ
と
殆
ん
と
同
し
。

夕
食
后
軍
艦
鹿
島
に
て
若
干
の
花
火
を
打
上
る
。

四
月
十
二
日　

火
曜　
快
晴　

海
上
平
穏　

北
西
の
風
暑
気
少
し　

航
海
三
十
日

起
床
、
食
事
同
し
。

去
る
十
日
よ
り
紅
海
に
入
り
て
か
ら
北
西
に
進
む
に
よ
り
、
毎
朝
日
出
よ
り
右
舷
に
日
を

見
る
故
に
起
床
前
よ
り
窓
に
日
が
当
り
午
前
中
は
日
が
あ
る
故
に
稍
暑
し
。
午
后
は
日
は

左
舷
に
当
る
か
ら
右
舷
は
冷
し
。
帰
り
西
に
は
左
舷
余
の
室
に
午
后
日
が
当
る
か
ら
暑
か

ら
ー
と
思
ふ
。

本
日
午
前
九
時
よ
り
皇
太
子
と
共
に
機
関
部
に
入
り
機
械
及
蒸
気
釜か

ま
を
見
る
。
衣
服
が

汚よ
ご
れる

為
め
海
軍
で
使
用
し
つ
ゝ
あ
る
作
業
服
の
如
き
者
を
着
用
す
。
上
下
同
一
の
つ
づ

き
た
る
服
な
り
。
約
二
十
分
見
学
す
。
温
度
百
三
十
度
以
上
あ
り
た
り
。
夕
食
后
楽
長
よ

り
楽
に
付
き
説
明
と
演
奏
を
聞
く
。

四
月
十
三
日　

水
曜　
晴　

西
北
風
に
て
稍
暑
を
減
す　

航
海
第
三
十
一
日

起
床
、
食
事
同
し
。

午
前
十
時
過
き
に
熱
帯
地
方
よ
り
北
に
進
み
た
る
な
り
。

本
日
は
其
故
か
暑
気
減
し
西
北
風
に
て
甲
板
上
に
て
身
体
を
動
か
さ
ざ
れ
ば
汗
は
出
る
こ

と
な
く
な
り
た
り
。
午
后
四
時
過
き
よ
り
濛
気
あ
り
、
遠
方
を
見
る
こ
と
能
わ
ず
。
然
し

一
万
米
ぐ
ら
い
は
見
る
こ
と
を
得
る
な
り
。
本
日
は
船
を
見
ざ
り
し
。
午
后
八
時
半
頃
右

舷
遠
く
に
灯
台
を
見
る
。

四
月
十
四
日　

木
曜　
晴
但
濛も

う
気
あ
り
て
日
光
を
見
ず　

西
北
風
に
て
稍
冷
し　

航
海
第
三
十
二
日

起
床
、
食
事
同
し
。

午
前
七
時
過
き
よ
り
風
強
く
な
り
夏
の
白
服
に
て
は
冷
し
く
て
甲
板
上
に
あ
る
こ
と
稍
困

難
と
な
る
。
稀
な
る
こ
と
な
り
。

午
后
二
時
過
き
よ
り
ス
エ
ズ
湾
に
入
る
も
波
高
く
し
て
風
あ
り
。
但
し
軍
艦
は
動
揺
せ
ず
、

今
朝
よ
り
煽
風
機
の
使
用
な
く
て
暑
く
な
い
。

本
日
午
后
余
は
珍
田
と
共
に
皇
太
子
に
御
注
意
を
申
上
く
。

四
月
十
五
日　

金
曜　
晴　

昨
日
と
同
し
く
稍
寒
し
西
北
風　

午
前
九
時
蘇
士
着

起
床
、
食
事
同
し
。
但
し
日
出
は
速
き
為
め
寝
室
の
窓
に
早
朝
よ
り
日
が
あ
た
る
。

両
岸
に
地
を
見
る
。
濛
気
の
為
め
シ
ナ
イ
山
を
か
す
か
に
見
る
。

午
前
九
時
、
蘇
士
港
に
入
港
す
。
英
国
軍
艦
あ
り
、
敬
礼
を
為
す
。
其
艦
長
、
ア1

＊

レ
ン

ベ
ー
元
帥
の
代
理
と
し
て
副
領
事
、
日
本
領
事
マ2

＊

シ
コ
、
蘇
士
屯
在
軍
隊
指
揮
官
及
副
官
、

蘇
士
運
河
社
長
（
仏
人
）
等
来
る
。
午
后
四
時
過
き
よ
り
皇
太
子
と
上
陸
、
水
源
地
に
行

く
。
蘇
士
市
内
を
通
過
す
。
甚
た
不
潔
な
り
。
水
源
地
の
官
吏
仏
人
な
り
。
彼
れ
よ
り
バ

ラ
の
花
を
貰
ふ
。
甚
た
見
事
な
り
。
自
動
車
に
故
障
あ
り
た
り
。
六
時
過
き
帰
る
。
七
時

に
鹿
島
の
将
校
を
召
し
て
御
会
食
あ
り
。
高
田
侍
医
病
気
の
為
今
日
よ
り
帰
朝
す
。

（
ア
キ
マ
マ
）
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＊
1
ア
レ
ン
ビ
ー
陸
軍
元
帥　

＊
2
益
子
斎
造
（
在
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
領
事
）

四
月
十
六
日　

土
曜　
晴　

西
北
風
稍
寒
し　

午
前
七
時
四
十
五
分
蘇
士
発　

運
河
に
入
る　

航
海
第
三
十
三
日

午
前
五
時
半
起
床
、
食
事
同
し
。

午
前
七
時
四
十
五
分
、
蘇
士
港
出
発
、
運
河
に
入
り
、
午
前
九
時
半
過
き
先
頭
に
あ
る
鹿

島
坐
礁
す
。
殆
ん
と
同
時
に
香
取
も
坐
礁
す
。
香
取
は
一
、
二
分
に
て
前
進
を
始
め
た
る

も
鹿
島
は
容
易
に
離
れ
ず
し
て
午
后
二
時
半
過
き
に
な
り
前
進
を
始
む
。
故
に
予
定
の
イ

ス
マ
イ
ヤ
湖
に
行
く
こ
と
で
き
ず
。

湖
に
午
后
六
時
半
過
き
着
し
仮
泊
す
。

運
河
の
右
側
ア
ラ
ビ
ヤ
方
面
に
は
英
国
軍
の
防
禦
陣
地
の
痕
跡
あ
り
て
鉄
条
網
又
は
堡
塁

土
攮
等
在
り
た
り
。

夕
刻
よ
り
稍
寒
く
な
る
。

四
月
十
七
日　

日
曜　

晴　

午
前
五
時
半
出
発　

午
后
一
時
過
き
よ
り
北
風
砂
漠
の
砂
を
飛
す　

午
后
四
時
坡
西
土

に
安
着
す　

航
海
第
三
十
四
日

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食
。

香
取
は
午
前
五
時
半
よ
り
出
発
す
。
途
中
三
回
坐
礁
す
る
も
直
に
下
り
て
前
進
す
。
途
中

今
日
も
英
軍
の
堡
塁
の
跡
を
見
る
。
又　（

ア
キ
マ
マ
）

　

に
は
一
大
根
拠
地
と
て
各
種
類
の
物
品
及

糧
秣
多
数
に
あ
る
を
見
た
り
。
午
后
四
時
、
坡（

ポ
ー
ト
サ
イ
ド
）

西
土
へ
安
着
す
。
益
子
領
事
、
ア
レ

ン
ビ
将
軍
の
代
理
と
し
て
副
領
事
、
エ
ジ
プ
ト
シ（

ス
ル
タ
ン
）

ュ
ル
タ
ン
の
副
官
、
英
仏
軍
艦
の
各
艦

長
謁
問
に
来
る
。
一
昨
日
晩
餐
の
と
き
の
如
く
鹿
島
の
残
将
校
に
御
陪
食
。

午
后
一
時
頃
よ
り
北
東
風
始
ま
り
ア
ラ
ビ
ヤ
砂
漠
の
砂
ほ
こ
り
を
飛
し
為
め
窓
を
閉
る
も

砂
埃
室
内
に
入
り
、
砂
と
暑
さ
と
て
稍
困
難
せ
り
。

静
岡
丸
に
高
田
侍
医
あ
り
て
イ
ス
マ
リ
ヤ
湖
に
て
行
き
あ
い
た
り
。

四
月
十
八
日　

月
曜　

晴　

南
風
強
砂
を
飛
し
熱
気
強
し　

百
度
以
上
な
ら
ん　

坡
西
土
発　

カ
イ
ロ
ー
着　

総
督

官
邸
に
泊
る

午
前
十
時
二
十
分
、
香
取
を
下
り
近
く
の
運
河
会
社
前
よ
り
皇
太
子
と
上
陸
、
衛
兵
閲
兵
、

自
動
車
に
て
停
車
場
に
行
き
、
特
別
列
車
に
て
カ
イ
ロ
ー
に
向
ふ
。
イ
ス
マ
リ
ヤ
迄
は
運

河
に
沿
ひ
、
夫
れ
よ
り
内
地
に
向
ふ
。
始
め
は
砂
漠
な
り
し
も
カ
イ
ロ
ー
に
近
つ
く
に
し

た
が
い
ニ（

ナ
イ
ル
）

ー
ル
河
の
水
の
為
め
耕こ

う
作
能
く
、
土
地
豊ほ

う
作
に
し
て
農
家
富
で
る
。
気
候
は

今
日
は
特
別
と
て
砂
漠
の
南
風
始
ま
り
汽
車
中
甚
た
暑
く
、
カ
イ
ロ
ー
着
の
と
き
は
ま
る

で
機
関
室
に
で
も
あ
る
如
き
温
度
な
り
。
官
邸
着
后
夫
人
に
面
会
、
ヒ（

ピ
ラ
ミ
ツ
ド
）

ラ
ミ
ー
ド
見
物
、

其
時
は
南
風
強
砂
を
飛
し
ま
る
で
熱
気
に
う
た
れ
る
如
き
思
ひ
し
て
ヒ
ラ
ミ
ー
ド
着
す
。

実
に
大
な
り
。
但
し
砂
の
為
め
目
を
能
く
開
き
て
見
る
こ
と
を
得
ざ
り
し
。
帰
り
て
茶
話

会
、
多
く
の
人
に
面
会
。
八
時
半
晩
餐
会
英
人
、
土
国
人
等
あ
り
。
十
時
半
室
に
帰
る
。

四
月
十
九
日　

火
曜　
晴　

カ
イ
ロ
ー
滞
在

午
前
六
時
起
床
、
七
時
茶
。

午
前
八
時
半
、
皇
太
子
と
食
事
。

午
前
十
一
時
よ
り
皇
太
子
と
埃
及
王
を
訪
問
に
行
く
。
正
午
、
彼
答
問
の
為
め
総
督
官
邸

に
来
り
、
皇
太
子
並
に
余
に
面
会
す
。
通
常
礼
装
。
昼
食
后
、
ジ
ュ
ー
・
ト
・
ポ
ー
ロ
ー

を
見
に
行
く
、
一
騎
士
馬
と
共
に
倒
れ
、
騎
士
は
異
状
な
き
も
馬
は
即
死
す
。
博
物
館
、

図
書
館
、
グ
レ
ー
ク
博
物
館
、
城
跡
、
モ
ス
ケ
ー
等
を
見
る
。
市
中
を
通
過
す
る
。
稍
不

潔
な
り
。
八
時
半
晩
餐
会
、
約
三
十
五
名
。

カ
イ
ロ
ー
着
、
発
共
に
停
車
場
の
内
外
に
儀
仗
隊
あ
り
。

松
井
、
カ
イ
ロ
ー
に
て
烟
草
を
買
ふ
、
土
産
品
と
し
て
。

四
月
二
十
日　

水
曜　
晴　

今
朝
は
稍
寒
し　

カ
イ
ロ
ー
発
、
坡
西
土
着

午
前
六
時
起
床
、
七
時
茶
。
八
時
半
、
皇
太
子
と
朝
事
。
皇
太
子
よ
り
花
瓶
一
対
ア
レ
ン

ビ
ー
婦
人
へ
。
午
前
十
時
二
十
分
総
督
官
邸
を
出
発
、
同
三
十
分
発
に
て
カ
イ
ロ
ー
を
出

る
。
途
中
十
二
時
過
き
よ
り
風
始
ま
り
北
西
、
稍
砂
を
飛
す
。
昼
食
汽
車
中
。
三
時
坡
西

土
着
。
香
取
に
帰
り
、
四
時
過
き
よ
り
市
中
見
物
に
自
動
車
に
て
皇
太
子
と
共
に
行
く
。
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約
十
五
分
間
。
香
取
に
て
晩
餐
会
。

坡
西
土
着
発
共
に
上
陸
点
に
儀
仗
隊
あ
り
。

第
五
報
を
東
京
に
出
す
。
絵
葉
書
、
坡
西
土
、
蘇
士
、
カ
イ
ロ
ー
、
ア
エ
キ
サ
ン
ド
リ
等

の
者
な
り
。

四
月
二
十
一
日　

木
曜　
晴
稍
曇　

西
北
風
稍
強　

寒
く
な
る　

坡
西
土
午
前
八
時
半
出
港
、
航
海
第
三
十
五
日

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
食
事
。

午
前
八
時
に
埃
及
国
王
代（

マ
マ
）

代
理
、
領
事
、
警
察
官
来
る
。
八
時
半
出
港
、
益
子
領
事
も
来

る
。
港
口
に
て
は
風
の
為
め
波
稍
高
く
曇
天
な
り
し
も
、
漸
次
風
止
み
天
候
回
復
す
。
但

し
昨
日
来
寒
く
な
り
夏
服
を
止
め
、
稍
厚
き
服
を
用
ゆ
。

四
月
二
十
二
日　

金
曜　
晴　

風
寒
し　

航
海
第
三
十
六
日

起
床
、
食
事
同
し
。

本
日
は
甲
板
上
は
寒
く
し
て
、
又
石
炭
ガ
ラ
飛
来
り
て
甚
た
き
な
い
故
に
甲
板
上
に
出
る

者
少
し
。

十
三
ノ
ッ
ト
に
て
前
進
す
と
云
ふ
。

夕
食
后
、
講
談
あ
り
。

四
月
二
十
三
日　

土
曜　
曇
一
時
雨　

西
南
風
強　

波
高
く
軍
艦
動
揺
す　

航
海
第
三
十
七
日

起
床
、
食
事
同
し
。

本
日
は
昨
日
よ
り
寒
く
久
し
ぶ
り
に
て
雨
あ
り
。
又
一
時
雨
と
同
時
に
多
分
ア
フ
リ
カ
の

砂
な
ら
ん
を
降
せ
り
と
申
こ
と
な
り
。
西
南
風
の
為
め
海
上
波
あ
り
て
稍
高
く
為
め
に
軍

艦
動
揺
す
。
日
本
海
附
近
に
あ
り
し
う
ね
り
よ
り
も
稍
大
な
り
。
本
日
よ
り
冬
服
を
着
す
。

四
月
二
十
四
日　

日
曜　
晴
但
し
西
北
風
強
し　

航
海
第
三
十
八
日　

午
前
十
時
過
き
マ
ル
タ
着

起
床
、
食
事
同
し
。

昨
夜
風
雨
強
く
為
め
に
艦
動
揺
す
る
こ
と
大
な
り
。
故
に
浴
室
の
空
気
ぬ
き
よ
り
海
水
上

甲
板
よ
り
入
り
来
り
、
午
前
二
時
頃
小
便
に
行
き
た
る
と
き
其
浴
室
一
ぱ
い
の
水
に
て
大

に
驚
け
り
。
故
に
せ
ん
を
ぬ
く
為
め
跣
に
な
り
て
動
あ
り
。
今
朝
も
西
北
風
の
為
め
軍
艦

動
揺
大
に
し
て
一
昨
日
来
稍
南
方
に
流
さ
れ
た
る
と
云
ふ
こ
と
な
り
。
午
前
八
時
半
頃
よ

り
五
個
の
英
国
駆
逐
艦
、
途
中
迄
我
艦
隊
を
向
に
来
る
。
空
中
に
は
一
個
の
飛
行
器
も
見

ゆ
る
。
十
時
過
き
馬
耳
太
軍
港
に
入
る
。
鹿
島
よ
り
礼
砲
を
初
め
る
。
香
取
の
第
一
に
港

内
に
入
る
。
英
国
軍
艦
あ
り
答
礼
砲
あ
り
。
英
軍
艦
は
満
艦
飾
を
為
す
。
総
督
プ1

＊

ラ
ー

メ
ー
、
司
令
長
官
ド2

＊

ロ
ー
グ
、
ジ3

＊

ョ
ル
ジ
ュ
親
王
（
候
補
生
）
十
九
歳
の
謁
問
、
皇
太
子

は
余
と
答
問
に
行
く
。
午
后
四
時
ヲ
ペ
ラ
へ
総
督
の
請
待
、
八
時
晩
餐
会
。

＊
1
マ
ル
タ
総
督
ハ
ー
バ
ー
ト
・
プ
ル
ー
マ
ー　

＊
2
英
国
地
中
海
艦
隊
司
令
長
官
ジ
ョ
ン
・
ド
・
ロ
ベ
ッ

ク　

＊
3
英
国
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
の
第
四
王
子
ジ
ョ
ー
ジ
、
後
の
ケ
ン
ト
公

四
月
二
十
五
日　

月
曜　
晴
稍
寒
し　

馬
耳
太
滞
在

起
床
、
食
事
同
し
。

午
前
十
時
上
陸
セ＊

ン
ジ
ャ
ン
寺
院
見
物
、
総
督
邸
の
武
器
庫
見
物
、
マ
ル
タ
カ
ジ
ノ
昼
餐

会
々
員
は
四
百
名
以
上
、
但
し
本
日
は
室
の
都
合
に
て
約
百
名
。
写
真
あ
り
。
午
后
三
時

半
過
艦
に
帰
り
、
再
ひ
四
時
十
五
分
よ
り
上
陸
、
総
督
官
邸
（
野
外
）
に
行
く
。
園
遊
会
。

マ
ル
タ
市
街
に
も
樹
木
多
か
ら
ざ
る
も
其
邸
内
に
は
稍
大
な
る
樹
木
あ
り
、
又
草
花
も
あ

り
。

午
后
八
時
、
香
取
に
て
晩
餐
会
。
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
親
王
、
総
督
、
司
令
長
官
以
下
来
る
。

名
誉
領
事　（

ア
キ
マ
マ
）

　
　
　

に
余
の
写
真
を
贈
る
。
又
彼
の
も
貰
ふ
。

＊
聖
ヨ
ハ
ネ
大
聖
堂

四
月
二
十
六
日　

火
曜　
晴　

風
寒
し　

馬
耳
太
出
港　

正
午
航
海
第
三
十
九
日

起
床
六
時
、
食
事
七
時
。

午
前
十
時
四
十
五
分
ロ
ッ
ク
司
令
官
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
親
王
謁
問
に
来
る
。
十
一
時
プ
ラ
ー
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ネ
総
督
訪
問
に
来
る
。
正
午
出
港
す
。

英
国
艦
隊
は
満
艦
飾
を
為
し
皇
礼
砲
を
発
射
及
登
舷
礼
を
も
為
す
。
又
港
外
に
は
駆
逐
艦

五
、
飛
行
器
二
機
に
て
約
二
十
余
浬
迄
奉
送
す
。
左
舷
に
出
て
単
縦
陣
に
て
登
舷
礼
を
為

し
つ
ゝ
帰
る
。
又
午
后
五
時
十
五
分
、
五
十
余
浬
の
海
上
に
一
飛
行
器
馬
耳
太
方
向
よ
り

来
り
右
舷
側
に
低
空
飛
行
。
操
縦
者
、
直
立
挙
手
を
為
し
つ
ゝ
馬
耳
太
の
空
に
消
え
た
り
。

若
干
の
船
に
遭
遇
す
。
夕
刻
、
日
本
大
阪
商
船
の
一
隻
に
も
遭
遇
せ
り
。

四
月
二
十
七
日　

水
曜　
晴　

西
風
に
て
甲
板
上
石
炭
カ
ス
多
し　

航
海
第
四
十
日

起
床
、
食
事
昨
日
の
如
し
。

昨
夜
正
子
に
パ
ン
テ
ラ
リ
ヤ
島
沖
通
過
、
此
島
は
シ
シ
リ
ー
島
と
チ
ュ
ニ
ス
と
の
中
間
に

在
り
、
独
潜
水
艇
の
活
動
せ
る
附
近
な
り
と
。
我
駆
逐
隊
も
奮
戦
し
た
る
海
上
な
り
と
。

今
未
明
に
チ
ュ
ニ
ス
の
山
を
見
る
。

四
月
二
十
八
日　

木
曜　
晴　

東
南
風
に
て
稍
暖
気　

航
海
第
四
十
一
日

六
時
起
床
、
七
時
食
事
。

靖
国
神
社
臨
時
大
祭
に
付
き
、
遙
拝
式
を
午
前
八
時
四
十
五
分
よ
り
施
行
す
。

海
上
平
穏
に
し
て
東
南
風
の
為
め
稍
暖
気
と
な
る
。

午
后
角
力
あ
り
た
り
。

四
月
二
十
九
日　

金
曜　
晴　

西
風
昨
日
よ
り
稍
寒
し　

航
海
第
四
十
二
日

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
食
事
。

本
日
は
皇
太
子
殿
下
第
二
十
回
御
誕
辰
に
付
き
、
午
前
八
時
四
十
分
よ
り
拝
謁
し
て
御
祝

申
上
く
。
正
午
に
上
甲
板
に
て
立
食
、
小
栗
司
令
長
官
も
来
り
、
供
奉
員
一
同
、
香
取
の

将
校
、
立
食
后
に
於
て
各
分
隊
の
飾
物
を
見
る
。
色
々
と
面
白
き
趣
向
の
物
あ
り
た
り
。

又
仮
粧
行
列
、
手
踊
等
あ
り
て
甚
た
面
白
か
り
し
。
夕
食
后
は
皇
太
子
横
浜
よ
り
御
出
発

の
活
動
写
真
あ
り
た
り
。

午
后
三
時
頃
、
イ
ス
パ
ニ
ヤ
の
諸
山
脈
を
見
る
。

四
月
三
十
日　

土
曜　

晴　

海
峡
西
風
強
、
港
内
稍
静
な
り　

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
着
、
午
前
九
時　

智
恵
子
よ
り
の
第
一

回
手
紙
、
三
月
九
日
付　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
日
は
靖
国
神
社
例
祭
に
付
き
、
午
前
八
時
よ
り
遙
拝
式
を
施
行
せ
り
。

英
国
駆
逐
艦
四
、
午
前
七
時
頃
よ
り
出
向
に
来
る
。
午
前
九
時
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
港
に
入
港

す
。
当
港
に
は
昨
日
入
港
し
た
る
米
国
軍
艦
ピ
ッ
ツ
バ
ー
ク
あ
り
た
り
。
午
前
中
に
総
督

シ1
＊

ュ
ミ
ッ
ト
・
ド
リ
ア
ル
、
海
軍
少
将
ペ2

＊

ー
リ
ー
提
督
の
訪
問
あ
り
。
米
国
軍
艦
司
令

長
官
ニ3

＊

ブ
ラ
ッ
ク
も
来
る
。
午
后
、
皇
太
子
、
余
と
答
問
に
総
督
邸
、
米
国
軍
艦
へ
行
く
。

総
督
邸
前
に
てBoy�scout

の
閲
兵
、
小
憩
の
后
大
通
及
海
岸
通
を
経
て
帰
る
。

午
后
四
時
過
き
よ
り
競
馬
場
に
行
く
。

午
后
八
時
、
政
庁
公
式
晩
餐
会
、
十
一
時
頃
帰
る
。
三
十
名
。

竹4
＊

下
海
軍
中
将
、
広5

＊

沢
イ
ス
パ
ニ
ヤ
公
使
、
英
国
の
日6

＊

本
大
使
館
書
記
官
来
る
。
稲7

＊

垣

中
将
よ
り
望
遠
鏡
、
清8

＊

河
大
佐
よ
り
大
勲
位
の
授
を
う
け
と
る
。

＊
1
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
総
督
ホ
レ
ス
・
ス
ミ
ス
ド
リ
エ
ン　

＊
2
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
軍
司
令
官
ヘ
ン
リ
ー
・
ペ

リ
ー　

＊
3
米
国
欧
洲
艦
隊
司
令
長
官
ア
ル
バ
ー
ト
・
ニ
ブ
ラ
ッ
ク　

＊
4
竹
下
勇
（
国
連
海
軍
代
表
）、

こ
れ
よ
り
皇
太
子
の
供
奉
に
加
わ
る　

＊
5
広
沢
金
次
郎　

＊
6
吉
田
茂　

＊
7
稲
垣
三
郎
（
陸
軍
中
将
、

国
連
陸
軍
代
業
）　

＊
8
清
河
純
一
（
海
軍
大
佐
、
国
連
海
軍
代
表
随
員
）

五
月
一
日　

日
曜　
晴　

日
中
は
暑
し　

朝
夕
は
冷
し　

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
滞
在

起
床
、
食
事
は
六
時
と
七
時
。

午
前
十
一
時
半
よ
り
上
陸
、
海
軍
少
将
ペ
レ
ー
提
督
の
案
内
に
て
、
工
廠
内
及
貯
水
地
の

見
物
。
軽
便
鉄
道
に
て
ト
ン
ネ
ル
を
通
過
し
て
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
の
反
対
が
わ
に
行
き
、
島

の
岩
を
繰
り
ぬ
い
て
貯
水
を
為
し
、
天
水
を
斜
面
に
と
り
、
夫
れ
を
岩
中
に
貯
ふ
為
め
に

大
工
事
な
り
。
昼
食
は
提
督
邸
に
て
、
午
后
は
民
政
長
官
の
案
内
に
て
殆
ん
と
同
し
貯
水
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場
を
見
る
。
午
后
四
時
過
き
帰
艦
。
再
ひ
鹿
島
に
於
け
る
茶
に
皇
太
子
と
行
く
。
総
督
以

下
外
人
約
二
百
名
来
る
と
云
ふ
。

日
本
名
誉
領
事
は
「
ス
ミ
ス
」
と
云
ふ
。

五
月
二
日　

月
曜　
晴　

昨
日
よ
り
稍
冷
し　

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
滞
在

午
前
六
時
起
床
、
七
時
食
事
。

午
前
十
一
時
に
西
班
牙
国
ア1

＊

ル
ジ
ル
ラ
ス
市
長
ヴ
ァ
リ
ャ
ル
バ
来
る
。
同
国
を
代
表
し
て

皇
帝
の
伝
言
を
申
す
。
其
前
に
英
国
の
新2

＊

聞
記
者
一
名
皇
太
子
に
訪
問
に
来
る
。
十
一
時

半
上
陸
。
ア
ラ
メ
ダ
場
に
於
て
旧
式
の
分
列
式
を
施
行
し
、
皇
太
子
及
余
に
見
せ
る
。
兵

力
一
大
隊
、
軍
旗
あ
り
、
楽
隊
も
あ
る
。
其
指
揮
官
の
乗
馬
の
左
手
大
に
動
く
。
自
動
車

に
て
灯
台
見
物
。
民
政
長
官
邸
午
餐
、
十
二
名
。
五
時
よ
り
政
庁
に
て
園
遊
会
、
甚
た
多

人
数
な
り
。
写
真
あ
り
。
八
時
香
取
に
て
晩
餐
会
。

＊
1
親
王
は
対
岸
の
ア
ル
ヘ
シ
ラ
ス
市
長
と
誤
解
し
て
い
る
が
実
際
に
はCam

po�de�Gibraltar

郡
の
軍

政
長
官D

on�José�V
illalba�Riquelm

e　

＊
2
デ
イ
リ
ー
・
メ
ー
ル
社
通
信
員George�Price

五
月
三
日　

火
曜　
晴　

港
内
風
な
き
も
海
峡
は
風
あ
る　

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
出
港
午
前
十
時　

航
海
第
四
十
三
日

起
床
、
食
事
昨
日
に
同
し
。

午
前
九
時
十
分
に
海
軍
提
督
、
十
五
分
に
総
督
ド
リ
ア
ン
、
三
十
分
に
米
国
司
令
長
官
等

訪
問
に
来
る
。

同
十
時
に
出
港
、
陸
地
及
米
艦
隊
よ
り
礼
砲
あ
り
。
又
港
内
の
軍
艦
は
満
艦
飾
を
為
す
。

港
外
に
は
駆
逐
艦
四
隻
あ
り
、
両
舷
に
あ
り
て
約
二
時
間
来
り
、
后
ち
帰
る
。

午
后
一
時
過
き
有
名
な
る
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ル
の
古
戦
場
附
近
を
通
過
す
。

五
月
四
日　

水
曜　
曇
晴　

風
北
西
よ
り
来
る　

為
め
に
艦
動
揺
す　

稍
寒
し　

航
海
第
四
十
四
日

起
床
、
食
事
同
し
。

今
朝
は
既
に
北
方
に
面
し
て
航
進
し
つ
ゝ
あ
り
。
北
西
の
風
に
て
う
ね
り
あ
り
。
為
め
に

軍
艦
稍
動
揺
す
。
午
前
十
一
時
リ
ス
ボ
ン
沖
を
通
過
す
。

午
后
三
時
よ
り
山
本
大
佐
の
行
儀
作
法
等
に
付
き
講
話
。

五
月
五
日　

木
曜　
曇
時
々
小
雨　

西
風
と
な
る　

昨
夕
よ
り
少
き
も
稍
動
揺　

航
海
第
四
十
五
日

起
床
、
食
事
同
し
。

今
朝
は
西
班
牙
領
地
を
見
つ
ゝ
ト
ロ
ー
ル
舟
多
数
あ
り
た
り
。
午
前
十
一
時
頃
ヒ
ニ
ス

テ
ー
ル
岬
、
西
班
牙
の
西
北
端
な
り
。
ビ
ス
ケ
イ
湾
に
入
る
。
午
前
九
時
過
き
よ
り
小
雨

と
共
に
ガ
ス
発
生
し
て
遠
方
を
見
る
こ
と
で
き
ず
。

今
日
も
昨
日
と
同
し
く
午
前
、
午
后
に
講
話
あ
り
。

五
月
六
日　

金
曜　
曇
天
時
々
小
雨　

西
風　

海
上
平
穏　

航
海
第
四
十
六
日

起
床
六
時
の
と
こ
ろ
、
昨
夜
よ
り
三
十
分
時
計
を
進
ま
し
た
る
為
め
、
平
田
余
の
時
計
に

て
五
時
半
に
来
れ
り
。
英
国
に
て
は
一
時
間
時
計
を
進
め
た
る
為
め
、
其
半
分
を
昨
夜
進

め
た
る
も
、
知
ら
ざ
り
し
為
な
り
。

余
日
は
ビ
ス
ケ
イ
湾
と
申
し
て
海
上
常
に
悪
し
き
と
申
処
な
る
も
、
平
穏
に
し
て
航
海
す
。

仏
国
の
西
方
に
当
る
海
な
り
。
一
時
頃
ブ
レ
ス
ト
沖
を
通
過
す
。

夕
食
后
皇
太
子
に
余
、
珍
田
、
竹
下
と
て
御
注
意
申
上
く
。

五
月
七
日　

土
曜　

曇
時
小
雨　

海
上
稍
波
あ
り　

時
計
を
三
十
分
進
め
る　

航
海
第
四
十
七
日　

午
前
九
時
過
ス
ピ
ツ
ヘ
ッ
ト
着

起
床
、
食
事
同
し
。

海
上
稍
ノ（

濃
霧
）

ー
ム
あ
り
、
稍
波
も
あ
る
。
午
前
七
時
に
小
栗
司
令
官
香
取
に
う
つ
る
。
八
時

皇
太
子
旗
を
立
る
。
駆
逐
艦
九
隻
来
り
迎
ふ
。
飛
行
機
も
五
機
来
る
。
午
前
九
時
ス
ピ
ツ

ヘ
ッ
ト
に
着
す
。
新
し
き
戦
艦
（
英
）
二
艦
あ
り
、
満
艦
飾
を
為
し
皇
礼
砲
を
発
し
て
迎

ふ
。
ク
イ
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ッ
ト
、
ロ1

＊

ワ
イ
ヤ
ル
・
ヲ
ワ
ー
。
十
一
時
英
国
大
西
洋
艦
隊
司

令
長
官
海
軍
大
将
チ2

＊

ャ
ー
レ
ス
・
マ
ッ
デ
ン
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
鎮
守
府
司
令
長
官
ガ3

＊

ッ
フ

コ
ル
ソ
ー
プ
大
将
（
露
大
本
営
に
余
の
行
き
た
る
と
き
在
り
）。
午
后
皇
太
子
と
余
答
問
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に
行
く
。

林
英
大
使
来
る
。
陸
海
武
官
も
。

三
月
二
十
日
出
の
知
様
の
手
紙
。
春
仁
、
寛
子
、
華
子
も
あ
り
。

＊
1H

.M
.S.�Royal�O

ak　

＊
2Charles�Edw

ard�M
adden　

＊
3A

rthur�Gough-Calthorpe

五
月
八
日　

日
曜　
曇
時
々
雨　

北
風　

波
稍
高
し　

ス
ピ
ッ
ヘ
ッ
ト
滞
在

起
床
、
食
事
同
し
。

午
后
十
二
時
五
十
五
分
よ
り
旗
艦
ク
イ
ン
・
エ（

エ
リ
ザ
ベ
ス
）

リ
ザ
ベ
ッ
ト
へ
行
き
昼
食
（
マ
ッ
デ
ン
大

将
）。
食
后
艦
内
を
見
る
。
新
式
な
り
。
午
后
四
時
頃
帰
る
。

本
日
荷
物
を
ロ
ン
ド
ン
へ
出
す
。
明
日
は
二
、
三
個
の
み
。

五
月
九
日　

月
曜　
晴　

稍
寒
し　

ス
ピ
ッ
ヘ
ッ
ト
出
港　

ポ
ー
ツ
マ
ス
着　

ロ
ン
ド
ン
行　

着
午
后
十
二
時
四
十
分

午
前
五
時
起
床
、
六
時
食
事
。

午
前
八
時
出
港
に
て
九
時
ポ
ー
ツ
マ
ス
軍
港
着
。
桟
橋
に
横
付
に
す
る
為
め
時
間
を
と
る
。

其
前
よ
り
正
装
を
着
用
す
。
十
時
十
分
英
皇
太
子
接
伴
員
と
来
艦
、
皇
太
子
及
余
に
面
会
。

同
二
十
分
過
き
退
艦
、
閲
兵
あ
り
。
ポ
ー
ツ
マ
ス
市
長
歓
迎
文
を
皇
太
子
に
答
文
を
送
ら

る
。
乗
車
。
官
民
数
多
あ
り
。
同
四
十
分
発
、
十
二
時
四
十
分
ロ
ン
ド
ン
着
。
皇
帝
停
車

場
に
あ
り
。
閲
兵
。
皇
太
子
は
英
帝
、
英
皇
太
子
、
珍
田
と
馬
車
六
頭
引
。
余
は
第
二
の

馬
車
に
接
伴
員
一
、
林
大
使
、
英
第
二
王
子
と
同
車
、
四
頭
引
。
胸
甲
騎
兵
供
奉
。
道
路

に
は
軍
隊
あ
り
。
午
后
一
時
過
き
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
王
城
に
着
す
。
両
陛
下
及
王
子
・
王
女

に
面
会
。
其
前
に
閲
兵
、
分
列
式
、
儀
仗
隊
の
歩
、
騎
。
皇
帝
・
皇
后
・
王
子
・
王
女
と

昼
食
。
各
皇
族
、
大
使
へ
訪
問
。
戦
役
紀
念
碑
に
参
拝
。
寺
院
見
物
し
て
帰
る
。
午
后
八

時
十
分
宮
中
晩
餐
、
百
名
約
。
宮
殿
及
食
器
は
甚
た
美
麗
に
し
て
、
能
注
意
し
た
る
な
り
。

食
后
又
数
多
の
人
来
り
皇
太
子
、
余
に
面
会
す
。
十
一
時
過
き
両
陛
下
に
御
礼
を
申
し
て

室
に
帰
り
寝
る
。

第
六
報
を
出
す
。

五
月
十
日　

火
曜　
晴
曇　

稍
寒　

滞
在

午
前
六
時
半
起
床
、
八
時
半
皇
太
子
と
朝
食
。

服
の
な
を
し
。

午
前
十
一
時
汽
車
に
て
ウ（

ウ
イ
ン
ザ
ー
）

ン
ザ
王
城
に
行
く
。
英
皇
太
子
御
案
内
に
て
城
内
見
物
。
武
器
、

タ
ブ
ロ
ー
、
ゴ
ブ
レ
ン
の
織
物
等
あ
り
。
一
時
昼
食
す
。
先
帝
の
廟
に
参
拝
。
公
園
内
馬

車
に
て
行
く
。
ウ
ン
ザ
の
馬
は
皆
な
グ＊

リ
に
て
あ
る
。
皇
太
子
共
々
余
は
乗
る
四
頭
引
。

市
長
の
歓
迎
の
文
あ
り
。

＊gris�（
仏
）
葦
毛

五
月
十
一
日　

水
曜　
曇　

滞
在

午
前
六
時
半
起
床
、
八
時
半
朝
食
。

十
二
時
三
十
分
倫
敦
市
歓
迎
会
に
皇
太
子
と
行
く
。
正
装
。
儀
仗
隊
附
入
京
の
時
に
同
し
。

馬
車
も
皇
太
子
六
頭
、
其
他
四
頭
、
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
へ
行
く
。
午
餐
会
、
市
長
催
約
三
百

名
。
四
時
三
十
分
府
参
事
会
員
来
り
歓
迎
文
を
皇
太
子
へ
。
八
時
三
十
分
セ
ン
ト

ゼ（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
）

ー
ム
ス
宮
殿
に
於
て
英
皇
太
子
催
の
晩
餐
会
（
燕
尾
）。

コ
ン
ノ
ー
ト
殿
下
写
真
を
貰
ふ
。
余
の
を
贈
る
。

五
月
十
二
日　

木
曜　
曇
晴　

小
雨
あ
り
午
前
に　

滞
在

午
前
六
時
半
起
床
、
八
時
半
朝
食
。

十
一
時
に
皇
帝
、
皇
后
及
皇
子
、
皇
女
に
拝
謁
し
て
御
暇
乞
を
為
す
。
両
陛
下
よ
り
御
写

真
を
拝
領
す
。
夫
れ
よ
り
チ（

チ
ェ
ス
タ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
ド
）

エ
ス
タ
・
ヒ
ル
ド
ハ
ウ
ス
に
転
宿
す
。
今
日
を
以
て
帝
室
の

客
た
る
こ
と
を
止
め
ら
れ
た
る
な
り
。
今
日
よ
り
は
政
府
の
客
と
な
る
。
午
后
昼
食
后
議

会
下
院
及
上
院
を
見
物
す
。

夕
食
后
は
芝
居
を
見
に
行
く
。
燕
尾
。
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五
月
十
三
日　

金
曜　
曇　

滞
在

午
前
六
時
半
起
床
、
八
時
半
朝
食
。

午
前
十
時
に
日
本
協
会
員
に
面
会
。
同
十
時
五
十
分
（
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
）
出
門
、
博1

＊

物

館
。
読
書
室
、
図
書
館
、
絵
画
館
、
ミ
イ
ラ
館
、
エ
ル
ジ
ン
、
埃
及
、
ア
ッ
シ
リ
ア
、
彫

刻
見
物
。
英2

＊

蘭
銀
行
、
金
銀
塊
、
ロ
ッ
ビ
ー
（
控
室
）
見
物
。
同
銀
行
ニ
テ
午
餐
。
ロ
イ

ヅ
見
物
。
倫
敦
塔
着
、
城
内
見
物
、
キ
ン
グ
ス
ハ
ウ
ス
に
於
て
茶
。
税
関
発
水
路
に
て
ウ

エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
船
橋
着
に
て
帰
る
。
六
時
な
り
。
八
時
よ
り
大
使
館
に
於
け
る
皇
太

子
の
催
の
晩
餐
に
列
席
す
。
食
后
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
約
五
百
名
来
る
。

＊
1
大
英
博
物
館　

＊
2
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行

五
月
十
四
日　

土
曜　
晴　

滞
在

六
時
半
起
床
、
八
時
半
朝
食
、
皇
太
子
と
共
に
。

同
九
時
十
五
分
出
発
（
フ
ロ
ッ
ク
）
パ（

パ
デ
ィ
ン
ト
ン
）

ジ
ン
ト
ン
駅
よ
り
十
時
四
十
五
分
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ト
着
。
大
学
次＊

長
ド
ク
ト
ル
・
ル
イ
ス
・
ア
ー
ル
・
フ
ァ
ー
ネ
ル
官
邸
に
行
き
、

夫
人
に
面
会
。
エ
キ
セ
タ
ー
分
科
大
学
、
マ
グ
ダ
レ
ン
分
科
大
学
、
ク
ラ
イ
ス
ト
寺
院
、

オ
ー
ル
ド
・
ス
ク
ー
ル
（
旧
校
）、
ボ
デ
リ
ア
ン
図
書
館
を
見
る
。
各
学
校
よ
り
も
戦
役

の
為
め
多
く
出
征
し
て
戦
死
せ
り
と
。
又
学
生
監
如
き
人
の
内
に
も
片
腕
な
き
者
あ
り
。

次
長
宅
に
於
て
午
餐
、
分
科
の
長
と
共
に
。
日
本
留
学
生
約
十
四
人
よ
り
書
物
を
貰
ふ
。

分
科
生
の
特
技
を
見
る
。
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
、
陸
軍
練
習
の
為
め
砲
車
の
通
過
、
乗
馬
に

て　（
ア
キ
マ
マ
）

　
　
　

等
を
見
る
。
次
長
宅
に
帰
り
大
学
職
員
約
五
十
人
に
引
見
、
御
茶
あ

り
。
五
時
発
に
て
帰
る
。
夕
食
后
八
時
三
十
分
よ
り
シ
ビ
ル
・
ア
ッ
ト
・
デ
リ
ー
ス
劇
場

に
行
く
。
十
一
時
半
帰
る
。

＊
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
な
ど
で
は
事
実
上
の
ト
ッ
プ
は
次
長V

ice-

Chancellor

で
、
総
長Chancellor

は
名
誉
職

五
月
十
五
日　

日
曜　
昨
夜
よ
り
雨　

今
朝
小
雨　

午
后
曇　

滞
在　

第
七
報
を
東
京
に
出
す

午
前
六
時
半
起
床
、
九
時
朝
食
。
十
時
十
五
分
出
門
、
メ
ド
ー
バ
ン
ク
着
。
少
年
団
整
列
、

検
閲
、
皇
太
子
よ
り
御
語
あ
り
。
各
演
技
を
見
る
。
司
令
部
に
着
し
其
家
を
見
る
。
午
后

一
時
チ
ェ
ッ
カ
ー
ス
着
。
総
理
大
臣
ロ
イ
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
官
邸
に
於
て
午
餐
。
土
地
甚
た

大
な
り
。
午
后
四
時
半
過
き
出
発
、
六
時
十
五
分
帰
る
。
八
時
よ
り
宿
舎
な
る
チ
ェ
ス

タ
ー
・
ヒ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス
に
て
接
伴
員
と
会
食
。

五
月
十
六
日　

月
曜　
快
晴　

滞
在

午
前
六
時
半
起
床
、
八
時
半
朝
食
。
午
前
十
一
時
皇
太
子
と
共
に
自
動
車
に
て
出
発
。
軍

装
。
十
一
時
四
十
五
分
ケ
ン
レ
ー
・
ヱ1

＊

ロ
ド
ロ
ー
ム
航
空
隊
に
着
す
。
工
場
及
航
空
機
を

見
る
。
午
餐
将
校
と
会
食
、
将
校
集
会
場
の
庭
に
天
幕
中
に
て
。
食
后
飛
行
を
見
る
。
共

演
者
の
熟
練
な
る
こ
と
実
に
日
本
将
校
の
及
ば
ざ
る
こ
と
な
り
。
宙
返
を
数
回
や
る
。
随

行
員
中
に
も
乗
り
た
る
者
あ
り
。

グ
リ
ー
ニ
ッ
チ
着
。
天
文
台
機
械
見
物
。
茶
あ
り
。
夫
れ
よ
り
海
軍
大
学
校
、
礼
拝
堂
、

医
学
校
、
学
校
内
ム2

＊

ゼ
ー
。
七
時
三
十
分
晩
餐
、
兵
学
校
内
（
燕
尾
服
）。
十
時
過
き
自

動
車
に
て
帰
る
。
時
に
十
一
時
過
な
り
。
平
田
燕
尾
服
を
持
ち
来
る
。

皇
子
ヨ
ー
ク
親
王
は
航
空
隊
附
な
る
故
本
日
来
れ
り
。

＊
1aérodrom

e

（
仏
）
飛
行
場　

＊
2m

usée

（
仏
）
海
軍
大
学
校
内Royal�N

aval�M
useum

五
月
十
七
日　

火
曜　
晴　

滞
在　

オ
ル
ダ
シ
ョ
ッ
ト
行

起
床
六
時
半
、
朝
食
八
時
。
自
動
車
に
て
ヲ
ル
ダ
シ
ョ
ッ
ト
野
営
地
に
行
く
。
途
中
軍
隊

あ
り
。
又
或
る
一
道
路
に
行
く
と
出
水
し
て
通
過
困
難
、
他
の
道
を
と
り
行
く
。
十
一
時

着
、
軍
隊
の
閲
兵
、
分
列
式
、
飛
行
器
研
究
所
附
の
飛
行
ぶ
り
見
物
。
常
に
大
胆
に
し
て

能
く
飛
行
す
。
集
会
場
食
事
。
兵
学
校
及
大
学
校
を
見
る
。
夕
食
は
大
使
館
。
午
后
十
一

時
頃
帰
る
。
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オ
ル
ダ
ー
シ
ョ
ッ
ト
、
ゴ（

コ
ー
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
）

ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
隊
の
第
二
聯
隊
閲
兵
、
バ
ー
ク
レ
ー
に
て
飛

行
、
サ
ン
ド
ハ
ウ
ス
ト
陸
軍
士
官
学
、
礼
式
分
列
式
、
乗
馬
。

キ
ャ
ン
バ
レ
ー
陸
軍
大
学
校
各
室
、
皇
帝
、
海
軍
将
校
、
陸
軍
将
校
、
航
空
隊
将
校
、
カ

ナ
ダ
将
校
、
印
度
将
校
、
濠
洲
将
校
、
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
将
校
、
南
亜
将
校
。

五
月
十
八
日　

水
曜　
晴　

倫
敦
出
発　

ケ
ン
ブ
リ
ッ
チ
の
見
物　

夜
出
発
エ
ヂ
ン
バ
ラ
へ
行
夜
行
列
車

午
前
六
時
起
床
、
八
時
朝
食
。
松
井
、
福
田
倫
敦
に
残
る
。

午
前
九
時
十
分
チ
ェ
ス
タ
ー
ヒ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス
出
発
、
汽
車
に
て
ケ（

ケ
ン
ブ
リ
ツ
ジ
）

ン
ブ
リ
ー
チ
に
行
く
。

十
時
半
過
き
着
。
ケ
ン
ブ
リ
ー
チ
大
学
次
長
同
駅
に
あ
り
。
ヲ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ド
の
如
く
多

く
の
学
校
を
見
物
す
。
皇
太
子
に
博
士
称
号
を
上
る
。
其
式
を
行
ふ
。
夫＊

人
の
学
校
も
見

物
す
。
夕
食
は
博
士
の
会
議
室
に
於
て
多
数
と
共
に
食
事
。
燕
尾
。
午
后
十
一
時
ケ
ン
ブ

リ
ッ
チ
出
発
。

＊
ニ
ュ
ー
ナ
ム
・
カ
レ
ッ
ジ

五
月
十
九
日　

木
曜　
曇　

エ
ジ
ン
バ
ラ
着　

后
小
雨　

エ
ジ
ン
バ
ラ
泊　

ホ
ー
リ
ロ
ー
ド
・
パ
レ
ー
ス
宮
殿

起
床
午
前
六
時
、
朝
食
八
時
。
昨
夜
よ
り
汽
車
中
。
午
前
九
時
三
十
分
エ
ジ
ン
バ
ラ
の

ウ
ェ
ー
バ
ー
レ
駅
着
。
ホ（

ホ

リ

ル

ー

ド

）

ー
リ
ー
ロ
ー
ド
宮
殿
に
泊
る
。
服
は
昨
日
よ
り
フ
ロ
ッ
ク
な
り
。

セ
ン
ト
ジ
ル
ス
寺
院
、
ア1

＊

ド
オ
テ
ー
ト
図
書
館
、
裁
判
所
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
城
見
物
。
午
餐

に
帰
り
、
再
ひ
エ
ジ
ン
バ
ラ
病
院
見
物
。
市
内
を
通
過
し
て
レ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
に
於
け
る

歩
騎
兵
営
。
騎
兵
は
二
十
四
騎
の
騎
芸
、
飛
越
、
歩
兵
営
の
炊
事
場
、
将
校
集
会
場
に
て

茶
。
其
時
エ2

＊

コ
ス
の
踊
を
見
る
。
晩
餐
の
為
め
市
庁
へ
行
く
。
ロ
ー
ド
・
プ
ロ
ー
ボ
ス
ト

卿
及
市
団
体
よ
り
（
燕
尾
）。

＊
1A

dvocates�Library

を
こ
の
よ
う
に
聞
き
取
っ
た
か
？　

＊
2Écosse

（
仏
）
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

五
月
二
十
日　

金
曜　
晴　

稍
寒
し　

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
滞
在　

第
八
報
を
出
す

午
前
六
時
半
起
床
、
九
時
皇
太
子
と
朝
食
。

十
時
五
十
分
宿
泊
宮
殿
よ
り
出
発
（
軍
装
）、
ロ
ー
ヤ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
高
等
学
校
）

観
覧
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
リ
ー
駅
よ
り
（
昨
日
着
駅
）
発
に
て
ロ1

＊

シ
ス
（
ド
ッ
ク
ヤ
ー
ド
）
に

向
け
行
く
。
其
途
中
大
鉄
橋
フ
ォ
ー
ス
・
ブ
リ
ッ
ジ
上
に
て
一
時
下
車
し
て
橋
を
見
る
。

其
橋
下
を
大
軍
艦
自
由
に
通
過
す
と
。
再
ひ
乗
車
し
て
ロ
シ
ス
着
。
海
軍
司
令
長
官
以
下

市
長
始
め
あ
り
。
同
市
長
よ
り
歓
迎
文
を
皇
太
子
に
上
る
。
午
餐
司
令
長
官
宅
。
工
廠
観

覧
。
サ
ウ
ス
ア
ー
ム
に
碇
泊
の
軍
艦
サ2

＊

ウ
セ
レ
ス
に
乗
り
一
周
す
。
ポ
ー
ト
・
エ
ド
ガ
ー

着
。
汽
車
に
て
帰
り
、
再
ひ
皇
太
子
へ
名
誉
博
士
授
与
式
の
為
め
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
ー
大
学

の
式
場
に
行
き
、
式
后
帰
り
、
晩
餐
は
城
内
武
器
庫
に
て
中
将
デ
ビ
ス
司
令
官
の
催
に
行

き
、
十
時
過
き
帰
る
。

＊
1
ロ
サ
イ
ス
（Rosyth

）
軍
港　

＊
2
ソ
ー
サ
リ
ス
（Sorceress

）

五
月
二
十
一
日　

土
曜　
晴　

稍
寒
し　

エ
デ
ン
ブ
ー
ル
出
発　

ブ
レ
ー
ヤ
・
ア
ト
ー
ル
着

午
前
六
時
半
起
床
、
九
時
皇
太
子
と
食
事
。

十
時
頃
よ
り
離
宮
見
物
。
十
時
三
十
分
よ
り
キ
ン
グ
ス
・
パ
ー
ク
に
於
て
ボ（

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
）

イ
ス
カ
ー
ト

閲
兵
、
皇
太
子
よ
り
御
言
あ
り
。
ボ
イ
ス
の
無
線
電
信
。
十
一
時
四
十
分
ウ
ェ
ー
バ
ー

レ
ー
駅
に
向
ふ
。
ホ
リ
ー
ロ
ド
・
パ
レ
ー
出
発
。
司
令
官
デ
ビ
ス
、
市
長
等
あ
り
。
十
二

時
出
発
、
午
后
一
時
十
五
分
パ
ー
ス
着
。
閲
兵
。
デ1

＊

ュ
ク
・
ア
ゾ
ー
ル
向
に
来
り
あ
り
。

自
動
車
に
て
ブ2

＊

レ
ー
ヤ
・
ア
ト
ー
ル
な
る
デ
ュ
ク
の
邸
に
向
ふ
。
途
中
の
村
落
の
人
民

ブ
ー
ケ
ー
を
皇
太
子
、
余
に
送
る
。
少
女
其
花
を
自
動
車
迄
持
来
る
。
途
中
見
物
し
つ
ゝ

デ
ュ
ク
の
別
園
を
見
つ
ゝ
其
地
に
木
を
手
植
す
。
午
后
四
時
過
き
着
す
。
御
茶
あ
り
。
其

后
マ
ス
を
つ
り
に
行
き
、
皇
太
子
、
余
一
疋
つ
ゝ
と
る
。
午
后
八
時
半
晩
餐
あ
り
。
其

デ
ュ
ク
は
大
な
る
地
所
を
持
ち
、
ま
る
て
日
本
の
古
の
大　（

ア
キ
マ
マ
）

　
　
　

た
る
な
り
。

＊
1
ア
ソ
ー
ル
公
爵　

＊
2Blair�A

tholl

ア
ソ
ー
ル
公
爵
の
居
城
が
あ
る

五
月
二
十
二
日　

日
曜　
快
晴　

稍
寒
し　

ア
ド
ー
ル
邸
滞
在
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午
前
六
時
半
起
床
、
九
時
皇
太
子
と
朝
食
。

十
時
過
き
よ
り
皇
太
子
と
邸
内
運
動
。
午
后
一
時
半
午
餐
。
三
時
過
き
よ
り
自
動
車
に
て

西
南
方
向
に
運
動
に
行
き
、
五
時
過
き
附
近
の
山
の
上
に
て
御
茶
。
六
時
過
き
帰
り
、
八

時
よ
り
夕
食
。
皇
太
子
よ
り
主
人
に
勲
章
、
夫
人
に
花
瓶
と
手
箱
。

本
日
は
日
曜
な
る
故
エ
コ
ス
の
シ（

習

慣

）

ュ
ウ
カ
ン
と
し
て
は
寺
院
に
行
の
外
は
何
に
も
な
さ
ざ

る
な
り
と
。
然
し
今
日
は
例
外
な
り
と
申
せ
り
。

此
の
ア
ゾ
ー
ル
侯
邸
は
八
十
八
万
町
分
あ
る
と
云
ふ
と
な
り
。

五
月
二
十
三
日　

月
曜　
快
晴　

ア
ゾ
ー
ル
邸
出
発
正
子
午
后
十
二
時
（
夜
間
）

午
前
六
時
半
起
床
、
九
時
朝
食
。

十
時
過
き
よ
り
皇
太
子
と
共
に
主
人
の
案
内
に
て
一
昨
日
の
川
に
鱒
を
と
り
に
行
く
。
二

人
の
娘
も
来
る
。
各
一
尾
つ
ゝ
四
人
に
て
と
る
。
其
后
自
動
車
に
て
一
周
し
て
帰
り
、
午

餐
を
為
す
。
食
后
三
時
過
き
よ
り
夫
人
等
と
自
動
車
に
て
運
動
に
行
き
、
一
つ
の
家
の
内

に
て
御
茶
を
呑
み
、
六
時
過
き
帰
る
。
其
家
の
附
近
の
川
に
も
鱒
を
多
く
見
る
。
八
時
過

き
晩
餐
。
其
后
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ト
の
踊
を
見
る
。
甚
た
面
白
き
踊
な
り
。
夜
十
二
時
頃

ア
ゾ
ー
ル
邸
を
出
て
駅
に
在
る
汽
車
に
乗
り
て
寝
に
つ
く
。
但
し
汽
車
は
明
朝
五
時
出
発

す
る
な
り
。
同
邸
に
あ
り
し
一
娘
も
同
車
す
。

五
月
二
十
四
日　

火
曜　
晴　

午
后
よ
り
稍
暑
く
な
る　

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
着
午
后
三
時　

第
九
報
を
出
す

汽
車
中
に
あ
り
て
午
前
五
時
駅
を
発
す
。
午
前
六
時
半
起
床
、
八
時
半
朝
食
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ト
を
出
で
南
方
に
来
る
に
つ
れ
て
気
候
稍
暑
く
な
り
た
り
。
午
后
三
時
マ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
着
、
市
長
以
下
司
令
官
等
あ
り
。
軍
隊
閲
兵
。
通
路
に
官
民
群
集
し
て
甚

だ
盛
な
り
。
ロ
ー
ヤ
ル
・
エ
キ
ス
チ
ェ
ン
ジ
に
行
く
（
取
引
所
）。
人
民
集
る
者
約
一
万

人
。
其
市
庁
に
着
す
。
同
市
内
に
泊
る
（
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
）。
其
所

に
て
御
茶
。
六
時
三
十
分
市
長
の
晩
餐
あ
り
。
八
時
よ
り
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
に
於
て
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
。
市
会
議
員
、
公
共
団
体
代
表
者
等
約
千
名
。
九
時
に
終
り
た
り
。

五
月
二
十
五
日　

水
曜　
曇　

稍
暑
し　

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
滞
在

午
前
六
時
半
起
床
、
九
時
朝
食
（
背
広
）。

午
前
十
時
よ
り
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ス
電
機
工
場
巡
覧
。
午
后
一
時
市
長
催

の
皇
太
子
歓
迎
の
為
め
午
餐
約
三
百
名
以
上
、
市
庁
内
に
於
て
。
三
時
よ
り
サ＊

・
ダ
ブ

ル
ュ
ー
・
ジ
ー
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
・
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ス
会
社
工
場
巡
視
（
背
広
）、

グ
ロ
ッ
ス
リ
ー
自
動
車
会
社
工
場
へ
巡
視
。
六
時
四
十
五
分
よ
り
市
長
晩
餐
（
燕
尾
）。

八
時
二
十
五
分
よ
り
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ピ
ポ
ド
ロ
ー
ム
（
芝
居
）
を
見
に
行
く
。

＊Sir�W
.�G.�A

rm
strong�W

hitw
orth�&

�Co.�Ltd

五
月
二
十
六
日　

木
曜　
曇　

午
后
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
出
発
倫
敦
に
帰
る

午
前
六
時
半
起
床
、
八
時
半
朝
食
。

市
庁
内
出
発
、
シ
ッ
プ
・
カ
ナ
ー
ル
見
物
の
為
め
船
に
乗
る
（
背
広
）。
ド
ッ
ク
、
カ

ナ
ー
ル
視
察
。
正
午
過
き
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
（
市
庁
）
に
帰
り
、
一
時
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
・
ホ

テ
ル
に
於
け
る
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
シ
ッ
プ
・
カ
ナ
ル
・
コ
ン
パ
ニ
ー
の
午
餐
に
行
く

（
フ
ロ
ッ
ク
）。
二
時
三
十
分
停
車
場
に
向
ふ
。
二
時
四
十
五
分
ロ
ン
ド
ン
・
ロ
ー
ド
停
車

場
着
、
三
時
発
車
。

午
后
七
時
十
分
倫
敦
キ
ン
グ
ス
・
ク
ロ
ー
ス
駅
に
て
、
ク
ラ
リ
ッ
チ
・
ホ
テ
ル
に
泊
る
。

皇
太
子
は
日
本
大
使
館
に
泊
ら
る
。
日
本
協
会
の
為
め
晩
餐
に
行
く
、
八
時
な
り
。
約
千

名
な
り
。
十
時
半
過
き
帰
る
。

三
月
二
十
九
日
附
智
恵
子
の
手
紙
を
本
日
受
取
る
。

五
月
二
十
七
日　

金
曜　
晴　

倫
敦
滞
在

午
前
六
時
半
起
床
、
八
時
朝
食
。

午
前
十
時
よ
り
イ
ー
ト
ン
学
校
見
物
の
為
め
行
く
。
皇
太
子
と
共
に
。
此
学
校
は
貴
族
の
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小
供
多
く
入
学
す
。
生
徒
は
十
六
、
十
七
頃
迄
と
云
ふ
。
古
き
学
校
な
り
。
午
后
一
時
半

バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
に
行
き
両
陛
下
及
皇
女
及
ヨ
ー
ク
親
王
と
御
分
れ
御
食
事
あ
り
。
珍

田
、
林
大
使
も
共
に
。
其
后
皇
太
后
陛
下
に
拝
謁
の
為
め
参
殿
す
。
三
時
過
き
海
軍
紀
念

日
に
付
き
コ
ン
ノ
ー
ト
ル
ー
ム
・
ホ
テ
ル
に
行
く
。
五
時
三
十
分
よ
り
レ（

リ
ー
ジ
ェ
ン
ツ
・
パ
ー

ゼ
ン
ト
・
パ
ー

クク
）の

植
物
園
に
於
て
在
倫
敦
日
本
人
謁
見
。
午
后
八
時
接
伴
員
。
大
使
館
員
、
領
事
御
招

待
。

五
月
二
十
八
日　

土
曜　
晴
曇　

小
雨　

稍
寒
し　

倫
敦
滞
在　

第
十
報
を
出
す

午
前
六
時
半
起
床
、
八
時
朝
食
。
午
前
十
時
過
き
よ
り
大
使
館
に
行
き
、
陸
軍
大
臣
、
参

謀
総
長
其
他
の
団
隊
よ
り
皇
太
子
に
歓
迎
文
を　（

ア
キ
マ
マ
）

　
　
　
　

に
来
る
に
、
余
も
列
席
せ
り
。

午
后
十
二
時
半
よ
り
接
伴
員
の
案
内
に
て　（

ア
キ
マ
マ
）

　
　
　
　

ク
ラ
ブ
に
会
食
す
。
其
后
ヲ＊

リ
ン

ピ
ッ
ク
を
見
に
行
く
。
夫
れ
は
各
隊
よ
り
出
場
し
て
た
く
み
に
運
動
を
な
し
て
人
民
に
見

せ
る
な
り
。
約
二
週
間
と
云
ふ
。
五
時
過
き
よ
り
日
本
人
ク
ラ
ブ
に
行
き
立
食
す
。
会
員

は
約
四
百
名
と
云
ふ
。
八
時
よ
り
大
使
館
、
日
本
食
、
活
動
写
真
（
皇
太
子
の
分
）。

日
本
人
会
よ
り
余
に
西
洋
茶
道
具
を
貰
ふ
。

＊O
lym
pia

と
称
す
る
競
技
館
。
軍
人
に
よ
る
ロ
イ
ヤ
ル
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
各
種
演
武
競
技
）
が
行
わ

れ
た

五
月
二
十
九
日　

日
曜　
晴　

一
時
小
雨　

稍
寒
し　

午
后
倫
敦
出
発
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
着

午
前
六
時
半
起
床
、
八
時
朝
食
。
十
時
よ
り
動
物
園
に
行
き
、
又
倫
敦
北
方
へ
自
動
車
に

て
行
く
。
其
地
は
稍
高
く
、
能
く
倫
敦
市
を
見
る
。
又
倫
敦
よ
り
巴
里
に
往
復
す
る
飛
行

場
附
近
に
行
く
。
十
一
時
過
き
帰
り
、
軍
服
に
着
変
し
て
大
使
館
の
午
餐
に
行
く
。
午
后

二
時
十
五
分
大
使
館
出
発
、
停
車
場
に
行
く
。
皇
帝
、
皇
太
子
、
ヨ
ー
ク
親
王
あ
り
、
我

皇
太
子
を
送
ら
る
。
四
時
半
ポ
ー
ツ
マ
ス
着
。
直
に
軍
艦
に
乗
る
。
接
伴
員
も
大
使
と
共

に
香
取
に
来
り
、
分
れ
を
為
す
。
八
時
よ
り
晩
餐
。

五
月
三
十
日　

月
曜　
曇　

小
雨　

后
曇　

稍
寒
し　

ポ
ー
ツ
マ
ス
出
発　

ル
ハ
ー
ブ
ル
着　

仏
国
着

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食
。

軍
艦
香
取
は
午
前
六
時
よ
り
ポ
ー
ツ
マ
ス
軍
港
を
出
発
す
。
天
候
稍
悪
し
く
昨
夜
も
雨
に

て
、
今
朝
は
一
と
き
止
み
た
る
も
再
ひ
雨
と
な
り
、
風
加
わ
り
寒
く
な
る
。
為
め
に
海
上

波
稍
高
く
甲
板
上
に
来
る
。
午
后
三
時
過
き
仏
国
ハ
ー
ブ
ル
港
に
着
し
た
り
。
今
朝
来

ポ
ー
ツ
マ
ス
出
発
の
と
き
は
英
国
駆
逐
艦
若
干
左
右
に
あ
り
て
、
十
時
過
き
迄
来
り
、
其

后
は
仏
国
駆
逐
艦
に
向
へ
ら
れ
て
着
港
せ
り
。
人
民
群
集
し
て
港
の
左
右
に
あ
り
、
又
軍

隊
も
敬
礼
の
為
め
来
り
あ
り
。
石
井
大
使
以
下
接
伴
員
三
名
も
、
又
州
知
事
、
衛
戍
司
令

官
以
下
数
名
も
来
る
。
其
前
に
於
て
雨
大
に
降
り
、
為
め
に
人
民
散
じ
た
り
。
大
使
以
下

艦
に
来
る
。
皆
な
に
面
会
。
大
使
夕
食
し
て
帰
る
。

五
月
三
十
一
日　

火
曜　
小
雨　

曇　

ル
ア
ン
附
近
よ
り
晴　

稍
暑
く
な
る　

ル
・
ハ
ー
ブ
ル
出
発　

巴
里
着

午
前
六
時
半
起
床
、
七
時
半
朝
食
。

午
前
十
時
四
十
五
分
退
艦
、
同
十
一
時
ル
・
ア
ー
ブ
ル
よ
り
汽
車
に
乗
り
巴
里
に
直
行
、

特
別
列
車
。
同
駅
に
は
儀
仗
兵
あ
り
。
途
中
ル
ア
ン
に
数
分
停
車
す
。
其
時
師
団
長
及
聯

隊
長
（
余
の
同
期
生
な
り
）　（

ア
キ
マ
マ
）

　
　
　
　

あ
り
、
儀
仗
隊
も
あ
る
。
午
后
三
時
三
分
ル1

＊

・

サ
ン
ナ
ザ
ル
駅
に
着
す
。
官
民
数
多
あ
り
た
り
。
日
本
人
、
陸
海
軍
人
等
あ
り
た
り
。
皇

太
子
は
大
使
館
に
、
余
は
ク
リ
ヨ
ン
・
ホ
テ
ル
（
プ2

＊

ラ
ス
・
ド
・
ラ
・
コ
ン
コ
ル
ド
）
に

泊
る
。
此
家
は
平
和
会
議
中
米
国
委
員
の
在
り
し
家
な
り
。
甚
た
美
麗
な
り
。
軍
服
の
為

め
服
屋
を
呼
ふ
。
松
井
外
出
し
て
色
々
と
前
年
の
屋
を
搜
す
。
午
后
八
時
大
使
館
の
非
公

式
の
晩
餐
に
行
き
、
十
時
過
き
帰
る
。

＊
1
サ
ン
・
ラ
ザ
ー
ル
駅
（Gare�Saint-Lazare

）　

＊
2
コ
ン
コ
ル
ド
広
場

六
月
一
日　

水
曜　
快
晴　

稍
暑
く
な
る　

巴
里
滞
在
第
二
日
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午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

午
前
八
時
よ
り
平
服
調
製
の
為
め
先
年
の
ロ
ー
ラ
ン
・
リ
シ
ャ
ー
ル
へ
行
き
た
り
。
十
時

稍
前
大
使
館
に
行
き
、
皇
太
子
と
共
に
文
武
官
に
面
会
す
。
其
后
若
干
の
将
校
の
講
話
を

聞
く
。
午
后
零
時
四
十
五
分
よ
り
大
統
領
に
面
謁
の
為
め
皇
太
子
と
行
く
。
大
統
領
ミ
ル

ラ
ン
に
面
会
、
夫
人
に
も
。
午
餐
あ
り
、
約
八
十
名
な
り
し
。
総
理
ブ
リ
ヤ
ン
以
下
文
武

官
、
ジ
ョ
フ
ル
、
ホ（

フ
ォ
ツ
シ
ユ
）

ー
シ
ュ
、
ペ（

ペ
タ
ン
）

テ
ン
等
元
帥
も
あ
り
た
り
。
又
先
年
の
仏
国
大
使
た
り

し
人
も
二
、
三
名
あ
り
し
。
三
時
過
き
帰
り
、
ロ
ベ
ー
ル
靴
屋
、
軍
服
屋
来
る
。
五
時
三

十
分
皇
太
子
の
旅
館
な
る
大
使
館
に
答
問
に
来
る
に
付
き
、
同
時
迄
に
行
く
。
六
時
頃
帰

り
、
服
を
替
て
ロ
ー
ラ
ン
に
行
く
。
夕
食
は
ホ
テ
ル
に
て
一
人
。
食
后
九
時
過
き
よ
り
自

動
車
に
て
行
く
。
松
井
来
る
。
福
田
は
大
使
の
招
に
よ
り
カ
フ
ェ
ー
・
ド
・
パ
リ
へ
夕
飲

に
行
く
。

六
月
二
日　

木
曜　
曇
后
晴　

稍
暑
く
な
る　

滞
在
第
三
日

午
後
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

午
前
十
時
よ
り
ソ1

＊

ル
ダ
ー
・
エ
ン
コ
ニ
ー
に
参
拝
の
為
め
大
使
館
に
行
き
、
皇
太
子
と
同

列
に
て
其
式
に
臨
む
。
十
一
時
よ
り
在
留
日
本
人
の
皇
太
子
並
に
余
に
面
会
来
る
者
、
約

八
、
九
十
人
な
り
。
昼
食
に
帰
り
、
午
后
二
時
よ
り
日
本
に
縁
故
あ
る
仏
国
文
武
官
に
面

会
す
。
約
三
、
四
十
名
な
り
。
三
時
過
き
帰
り
、
手
袋
屋
、
下
衣
屋
、
時
計
屋
等
へ
行
き

買
物
す
。
午
后
八
時
大
使
館
晩
餐
、
各
国
大
使
等
な
り
。
食
后
セ2

＊

ル
ク
ル
・
エ
ン
テ
・
ア

リ
エ
に
行
き
音
楽
及
踊
を
見
る
。
正
子
過
き
帰
る
。

＊
1Soldat�inconnu

（
無
名
戦
士
の
墓
）
エ
ト
ワ
ー
ル
凱
旋
門
の
下　

＊
2Le�Cercle�de�L'U

nion�

Interalliee

（
聯
合
国
協
会
倶
楽
部
）

六
月
三
日　

金
曜　
曇
、
小
雨　

后
曇　

滞
在
第
四
日

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

軍
服
屋
来
る
。
午
前
十
時
よ
り
ル
ー
ブ
ル
博
物
館
に
行
き
皇
太
子
の
御
着
を
待
つ
。
其
博

物
館
見
物
后
、
ヲ＊

デ
ル
・
デ
・
ゼ
ン
バ
ー
リ
ー
ド
へ
行
き
第
一
世
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
墓
に
参

拝
す
。
地
下
に
行
き
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
使
用
せ
し
剣
、
帽
等
を
見
る
。
同
期
生
の
パ
イ
ヤ
ー

ル
中
佐
は
エ
ン
バ
リ
ー
ト
の
副
長
な
り
。
午
后
八
時
海
軍
大
臣
ギ
ス
ト
ー
の
晩
餐
に
列
し
、

后
オ
ペ
ラ
へ
皇
太
子
と
共
に
行
く
。
海
軍
大
臣
の
案
内
な
り
。

＊H
ôtel�des�Invalides

（
癈
兵
院
）

六
月
四
日　

土
曜　
曇　

巴
里
滞
在
第
五
日

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

午
前
九
時
よ
り
皇
太
子
と
共
に
ホ（

フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
）

ン
テ
ン
ブ
ロ
ー
に
行
き
砲
兵
学
校
を
見
る
。
元
帥
ペ
タ

ン
、
大
統
領
の
命
に
よ
り
案
内
す
。
将
校
生
徒
の
無
線
電
信
、
操
砲
、
自
動
車
教
育
材
料
、

馬
術
教
官
の
馬
術
等
を
見
る
。
午
餐
は
ホ
テ
ル
。
午
后
は
ホ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ー
宮
殿
内
に
於

て
ナ
ポ
レ
オ
ン
三（

マ
マ
）百

年
祭
に
参
列
し
て
余
興
を
見
て
、
宮
殿
内
を
見
物
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン

最
后
の
談
判
の
室
等
を
見
る
。
自
動
車
に
て
約
一
時
間
と
四
十
五
分
。

六
月
五
日　

日
曜　
曇
后
晴　

巴
里
滞
在
第
六
日　

第
十
一
報
を
出
す

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

九
時
よ
り
ボ＊

ア
ー
・
ド
・
ブ
ロ
ー
グ
ュ
公
園
に
散
歩
、
動
物
園
に
行
く
。
戦
争
の
為
め
其

園
の
手
入
甚
た
不
充
分
、
か
つ
又
動
物
も
其
数
甚
た
少
し
。
ア
ブ
ニ
ュ
ー
、
ア
カ
シ
ヤ
、

池
の
周
囲
を
一
周
し
て
帰
る
。
今
日
は
サ
ン
シ
ー
ル
兵
学
校
の
余
の
同
窓
会
の
毎
年
一
回

の
会
食
に
参
列
す
。
其
席
に
は
中
将
コ
ン
ト
・
デ
・
ガ
レ
ー
八
十
五
歳
の
老
将
軍
会
長
に

し
て
、
各
期
の
代
表
者
一
名
づ
ゝ
出
席
、
見
習
士
官
の
一
人
も
あ
り
し
。
約
六
十
名
に
し

て
会
長
の
歓
迎
文
あ
り
、
余
も
答
辞
を
述
る
。
五
時
過
き
よ
り
大
使
館
に
て
陸
軍
将
校
よ

り
独
、
墺
、
シ（

ス
イ
ス
）

ュ
イ
ス
等
に
付
き
講
話
を
聞
く
。
七
時
半
よ
り
稲
垣
中
将
宅
に
日
本
食
に

招
か
れ
た
り
。
九
時
半
過
き
帰
る
。
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＊Bois�de�Boulogne

（
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
の
森
）

六
月
六
日　

月
曜　
曇
后
晴　

巴
里
滞
在
第
七
日

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

午
前
十
時
よ
り
皇
太
子
と
共
に
シ1

＊

ャ
ン
チ
ィ
ー
に
行
く
。
自
動
車
。
十
一
時
半
頃
着
し
見

物
を
為
し
、
午
餐
は
日
仏
協
会
会
頭
ベ2

＊

ル
タ
ル
以
下
会
員
よ
り
の
宴
会
に
列
し
、
后
宮
殿

を
見
る
。
甚
た
美
麗
な
り
。
又
パ
ル
ク
も
同
し
。
午
后
三
時
出
発
、
帰
巴
五
時
稍
前
な
り
。

八
時
大
使
の
大
統
領
招
待
の
宴
会
に
皇
太
子
と
共
に
余
は
列
席
す
。
食
后
大
統
領
の
招
に

よ
り
共
に
ヲ
デ
オ
ン
芝
居
に
行
く
。
米
国
の
俳
優
始
め
て
仏
国
巴
里
に
て
開
き
し
者
な
り

と
云
ふ
。
十
一
時
半
過
き
帰
る
。

＊
1
シ
ャ
ン
テ
ィ
イ
（Chantilly

）
城　

＊
2
ベ
ル
タ
ン
（Louis-Ém

ile�Bertin

）

六
月
七
日　

火
曜　
晴　

巴
里
滞
在
第
八
日

起
床
、
朝
食
同
し
。

午
后
〇
時
三
十
分
東＊

伯
邸
午
餐
に
行
く
。

午
后
八
時
石
井
大
使
の
宴
会
に
行
く
。
場
所
は
ユ
ニ
ヲ
ン
・
エ
ン
テ
ル
・
ア
リ
エ
ー
。

＊
パ
リ
滞
在
中
の
東
久
邇
宮
稔
彦
王
。
皇
族
が
海
外
で
長
期
に
非
公
式
に
滞
在
す
る
と
き
、
皇
族
待
遇
で
の

接
遇
が
続
け
ば
不
便
の
た
め
、
表
向
き
は
華
族
身
分
を
称
し
た

六
月
八
日　

水
曜　
晴　

巴
里
滞
在
第
九
日

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

午
前
九
時
過
き
よ
り
大
使
館
に
行
き
、
皇
太
子
と
ベ
ル
サ
イ
ユ
に
自
動
車
に
て
行
く
。
宮

殿
見
物
、
パ
ル
ク
自
動
車
に
て
運
動
。　
　
　
　
　

に
て
午
餐
。
第
一
革
命
の
を
こ
り
し

場
所
な
る
サ
ー
ル
・
ド
・
ジ
ュ
ー
・
ド
・
ポ
ー
ム
を
見
る
。
三
時
頃
帰
り
、
午
后
五
時
半

に
日
仏
協
会
員
よ
り
案
内
に
て
其
席
に
行
き
、
ベ
ル
タ
ル
病
気
の
為
め
代
理
者
よ
り
歓
迎

の
辞
を
う
け
、
余
よ
り
挨
拶
の
言
を
述
る
。
会
す
る
者
男
女
仏
日
人
約
二
百
名
、
立
食
あ

り
踊
あ
り
。
夕
食
后
皇
太
子
と
ヲ
ペ
ラ
へ
行
く
。
其
時
ミ
モ
ラ
ン
氏
（
か
つ
て
ツ
ー
ル
の

聯
隊
附
の
と
き
中
尉
で
あ
り
し
人
な
り
）
同
芝
居
に
あ
り
て
面
会
す
。
ル
ー
バ
将
軍
も
午

前
中
に
来
り
面
会
す
。

＊
ト
リ
ア
ノ
ン
・
パ
レ
ス
・
ホ
テ
ル

六
月
九
日　

木
曜　
晴　

巴
里
滞
在
第
十
日

起
床
、
朝
食
前
日
に
同
し
。

午
前
中
は
室
に
あ
り
て
、
午
餐
后
大
使
館
に
行
き
将
校
の
講
話
（
土
耳
古
、
小
亜
細
亜
）

を
聞
き
、
独
国
兵
器
、
飛
行
器
用
写
真
器
等
な
り
。
帰
途
公
園
一
周
し
て
帰
る
。
夕
食
は

ホ
テ
ル
に
て
為
す
。

六
月
十
日　

金
曜　
曇　

途
中
よ
り
小
雨　

巴
里
出
発
白
国
に
行
く　

午
后
五
時
十
五
分
ブ
リ
ュ
ク
セ
ル
着

起
床
、
朝
食
前
日
に
同
し
。

コ
ン
ト
・
グ
ラ
ン
メ
ー
ゾ
ン
（
同
期
生
）
来
り
面
会
す
。
彼
よ
り
来
月
二
日
に
午
餐
の
招

き
を
う
く
。

正
午
発
に
て
皇
太
子
と
白
国
に
向
け
出
発
す
。
汽
車
中
食
事
。
午
后
三
時
五
分
仏
白
国
境

に
来
り
、
仏
接
伴
員
は
ヒ1

＊

ー
ギ
ー
駅
に
て
下
車
。
白
接
伴
員
、
安2

＊

達
大
使
は
モ
ン
ス
駅
に

迎
へ
ら
れ
た
り
。
五
時
十
五
分
白
国
都
ブ（

ブ
リ
ユ
ツ
セ
ル
）

リ
ュ
ク
セ
ル
安
着
。
国
王
陛
下
、
皇
太
子
と
来

ら
れ
、
我
皇
太
子
を
迎
え
ら
る
。
閲
兵
。
儀
装
馬
車
に
て
騎
兵
左
右
を
警
戒
し
つ
ゝ
王
宮

に
入
る
。
人
民
群
衆
歓
迎
あ
り
。
宮
殿
に
て
は
皇
后
陛
下
に
拝
謁
あ
り
。
宮
殿
内
な
る
ホ

ン
テ
ン
ブ
ロ
ー
と
申
す
室
に
泊
る
。
七
時
半
よ
り
宮
殿
内
大
饗
宴
、
百
二
、
三
名
な
り
。

ブ
リ
ュ
ク
セ
ル
着
の
時
も
小
雨
。

＊
1
フ
ェ
イ
ニ
ー
（Feignies

）
の
こ
と
か
？　

＊
2
安
達
峰
一
郎

六
月
十
一
日　

土
曜　
晴　

ブ
リ
ュ
ク
セ
ル
滞
在　

昨
日
東
京
智
恵
子
よ
り
手
紙
着

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

（
ア
キ
マ
マ
）
＊
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午
前
十
一
時
よ
り
先＊

帝
の
墓
に
参
拝
。
ラ
ー
ケ
ン
離
宮
温
室
内
に
て
（
有
名
な
る
者
な

り
）
午
餐
あ
り
、
両
陛
下
御
出
席
、
食
后
陛
下
と
共
に
博
物
館
を
見
に
行
き
、
帰
り
て
総

理
の
晩
餐
に
行
く
。

＊
ラ
ー
ケ
ン
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
教
会

六
月
十
二
日　

日
曜　
晴　

フ
リ
ュ
ク
セ
ル
滞
在　

東
京
ヘ
第
十
二
報
手
紙
出
す

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

午
前
に
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
古
戦
場
見
物
。
正
午
宮
中
御
食
事
。
午
后
両
陛
下
と
共
に
馬
の

キ（
 
共
　
進
 
）

ョ
ー
シ
ン
会
に
行
く
。

夕
食
、
大
使
館
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
。

六
月
十
三
日　

月
曜　
曇　

ブ
リ
ュ
ク
セ
ル
滞
在　

白
・
英
軍
の
戦
線
実
視

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食
。

午
前
七
時
四
十
五
分
発
に
て
戦
場
見
物
の
為
め
出
発
。
ヲ（

オ
ス
テ
ン
ド
）

ス
タ
ン
ト
着
、
十
時
頃
自
動
車

に
て
独
軍
の
海
岸
防
禦
の
設
備
、
砲
台
等
を
見
つ
ゝ
ニ
ュ
ポ
ー
ル
、
ベ1

＊

ン
な
る
サ（

最
）イ

左
翼

の
防
禦
（
白
軍
）
工
事
を
見
る
。
左
岸
は
白
軍
、
右
岸
は
独
軍
。
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ル
駅
列
車

内
に
て
午
食
。
再
ひ
自
動
車
に
て
ジ（

デ
ィ
ク
ス
ミ
ユ
ー
ド
）

キ
ス
ミ
ュ
ー
ド
、
附
近
陣
地
、
森
林
は
皆
無
し
。
白

軍
・
独
軍
の
工
事
を
見
つ
ゝ
イ
ー
プ
ル
市
に
行
く
。
英
軍
の
戦
場
。
市
の
家
は
殆
ん
と
全

き
者
な
く
破
ら
れ
た
り
。
独
の
長
距
離
砲
を
見
る
。
午
后
八
時
三
十
五
分
ガ2

＊

ン
発
に
て
帰

る
。＊

1
ブ
ー
ル
ネ
（V

eurne

）
か
？　

＊
2
ヘ
ン
ト
（Gent

）

六
月
十
四
日　

火
曜　
晴　

ブ
リ
ュ
ク
セ
ル
滞
在

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

午
前
十
時
頃
よ
り
汽
車
に
て
ア1

＊

ン
ベ
ル
ス
行
、
十
一
時
過
着
。
同
港
を
船
に
て
見
物
す
。

其
盛
な
る
こ
と
、
船
数
多
あ
り
。
ア
ン
ベ
ル
ス
市
の
ヲ2

＊

テ
ル
・
ド
・
ビ
ー
ル
に
行
く
。
寺3

＊

院
に
も
行
く
。
ブ
リ
ュ
ク
セ
ル
着
。
五
時
過
き
よ
り
日
白
協
会
へ
行
く
。
六
時
に
宮
中
に

再
ひ
行
き
、
陛
下
に
御
礼
、
御
告
を
申
す
。
六
時
半
イ
ス
パ
ニ
ヤ
大
使
、
皇
太
子
の
旅
館

に
来
る
。

七
時
国
王
陛
下
旅
館
に
来
ら
る
。
八
時
旅
館
に
於
て
安
達
大
使
の
催
の
宴
会
に
列
す
。
約

三
百
名
な
り
。

＊
1A

nvers

（
仏
）
ア
ン
ト
ワ
ー
プ　

＊
2H

ôtel�de�V
ille

（
市
庁
舎
）　

＊
3
ル
ー
ベ
ン
ス
の
絵
画
で

も
有
名
な
聖
母
大
聖
堂

六
月
十
五
日　

水
曜　
晴　

ブ
リ
ュ
ク
セ
ル
発
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
着　

和
蘭
着

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

午
前
中
は
室
に
あ
り
、
十
一
時
に
午
餐
を
為
し
、
十
二
時
四
十
五
分
発
に
て
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
に
向
ふ
。
午
后
一
時
四
十
五
分
和
国
第
一
の
駅
に
着
し
、
接
伴
員
四
名
来
る
。
田1

＊

付

公
使
も
同
行
す
。
午
后
五
時
四
分
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
着
。
皇
族　
　
　
　
　

殿
下
諸
官
を

つ
れ
同
駅
に
あ
り
。
儀
装
馬
車
。
騎
兵
隊
儀
仗
と
し
て
馬
車
の
前
后
に
あ
り
。
道
路
に
は

人
民
群
集
し
て
歓
迎
甚
た
盛
な
り
。
王
宮
着
。
女
王
陛
下
に
拝
謁
す
。
諸
大
官
に
面
会
し
、

女
王
陛
下
と
共
に
皇
太
子
及
余
バ
ル
コ
ン
に
出
る
。
群
衆
宮
殿
前
の
広
場
に
集
り
あ
り
、

歓
迎
を
為
す
。
余
に
勲
章
を
賜
わ
る
。
午
后
八
時
よ
り
宮
中
大
宴
会
。
終
り
て
室
に
帰
る
。

十
一
時
過
な
り
。
皇
太
子
、
余
は
宮
中
に
泊
る
。

＊
1
田
付
七
太　

＊
2
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ミ
ナ
女
王
の
配
偶
者
（Prince�Consord

）
ハ
イ
ン
リ
ヒ

六
月
十
六
日　

木
曜　
晴　

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
発
、
ラ
・
ヘ
ー
着

午
前
六
時
起
床
、
七
時
半
朝
食
。

午
前
十
時
半
よ
り
自
動
車
に
て
市
内
あ
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
製
ゾ（

造
）ー

所
を
見
る
。
帰
り
て
礼

装
に
な
り
て
女
王
陛
下
及
皇
族
と
共
に
皇
太
子
と
午
餐
を
為
す
。
午
后
一
時
半
よ
り
市
内

を
自
動
車
に
て
運
動
し
て
ミ
ュ
ゼ
を
見
る
。
市
の
歓
迎
会
、
ヲ
テ
ル
・
ド
・
ビ
ー
ル
無
き

（
ア
キ
マ
マ
）＊
2
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為
め
、
ブ1

＊

ー
ル
ス
に
て
施
行
せ
り
。

午
后
四
時
過
き
汽
車
に
て
ラ2

＊

・
ヘ
ー
に
出
発
。
六
時
半
頃
着
し
、
燕
尾
に
着
変
し
て
皇
太

后
陛
下
の
夕
食
に
行
く
。
此
食
事
も
フ
ァ
ミ
ー
の
食
事
に
て
、
皇
太
后
陛
下
、
皇
族
、
皇

太
子
、
余
の
み
。
食
后
外
務
大
臣
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
行
き
、
十
一
時
半
帰
る
。
宮
殿
内

に
泊
る
。

＊
1Bourse

（
株
式
取
引
所
）　

＊
2La�H

aye

（
仏
）
デ
ン
・
ハ
ー
グ

六
月
十
七
日　

金
曜　
晴　

ラ
・
へ
ー
滞
在

午
前
六
時
起
床
、
七
時
半
朝
食
。

王
宮
附
属
の
厩
を
皇
族
の
案
内
に
て
見
物
す
。
十
時
よ
りM

＊aison�du�Bois�et�à�

l'H
otel�de�la�Cour�perm

anente�d'A
rbitrage�

を
見
物
、
並
に
皇
族
の
案
内
に
て
ヲ

ラ
ン
ダ
赤
十
字
社
に
行
き
社
長　（

ア
キ
マ
マ
）

　
　
　
　

及
皇
族
が
総
裁
な
る
故
に
、
余
に
ヲ

ラ
ン
ダ
赤
十
字
紀
章
を
貰
ふ
。
松
井
も
同
し
。
午
餐
は
三
人
。
皇
族
と
皇
太
子
及
余
の
み
。

午
后
一
時
よ
り
自
動
車
に
て
ロ
テ
ル
ダ
ー
ム
に
行
き
、
其
港
を
見
物
す
。
其
規
模
の
大
な

る
こ
と
、
又
船
の
多
数
な
る
こ
と
、
う（

浮
）き

ド
ッ
ク
の
大
な
る
者
五
万
ト
ン
の
船
を
入
る
こ

と
容
易
な
る
と
云
ふ
。
ヲ
テ
ル
・
ド
・
ビ
ー
ル
に
行
く
。
新
築
の
為
め
甚
た
美
麗
な
り
。

晩
餐
は
女
王
陛
下
、
皇
太
后
陛
下
、
皇
族
と
我
皇
太
子
、
余
、
其
他
約
六
十
名
。
ザ
ー

ル
・
ガ
ル
リ
ー
。

＊M
aison�du�Bois

は
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
宮
（Paleis�H

uis�ten�Bosch

）
の
こ
と
。Cour�perm

anente�

d'A
rbitrage

常
設
仲
裁
裁
判
所
で
、
国
際
司
法
裁
判
所
な
ど
と
と
も
に
、
平
和
宮
内
に
あ
る

六
月
十
八
日　

土
曜　
曇　

ラ
ヘ
ー
滞
在　

王
宮
よ
り
ホ
テ
ル
・
シ
ャ
ト
ー
・
ウ
ー
ド
・
ワ
ス
ナ
エ
ー
に
移
る

午
前
六
時
起
床
、
七
時
半
朝
食
。

午
前
十
時
半
女
王
陛
下
に
拝
謁
し
て
御
別
を
申
上
げ
、
御
写
真
を
賜
わ
り
、
我
の
写
真
を

献
上
す
。
后
ち
皇
太
后
陛
下
に
拝
謁
す
。
昨
夕
御
足
を
挫
か
れ
た
る
為
め
、
椅
子
に
よ
り

た
る
ま
ま
に
て
拝
謁
せ
り
。
其
后
郊
外
な
る
ホ＊

テ
ル
・
シ
ト
ウ
・
ウ
ー
ド
・
ワ
ス
メ
エ
ー

と
云
ふ
に
泊
る
。
閑
静
な
る
、
前
に
池
あ
り
、
周
廻
は
森
林
な
り
。
午
餐
は
公
使
館
、
日

本
食
事
。
帰
り
て
徒
歩
散
歩
す
。
午
后
八
時
の
食
事
の
為
め
、
公
使
催
の
ス（

ス
ヘ
フ
ェ
ニ
ン
ゲ
ン
）

ケ
ベ
ニ
ン
グ

に
行
く
。

＊H
otel�K

asteel�O
ud�W

assenaar

六
月
十
九
日　

日
曜　
晴
稍
曇　

ラ
・
へ
ー
滞
在

午
前
六
時
起
床
、
七
時
半
朝
食
。

午
前
九
時
半
よ
り
公
使
館
二
見
書
記
官
と
留
学
生
一
名
と
福
田
と
で
自
動
車
に
て
散
歩
、

ス
ケ
ブ
ニ
ン
グ
に
行
き
、
其
后
或
る
地
の
海
岸
に
行
き
て
、
ラ
・
ヘ
ー
の
低
き
こ
と
を
見

る
。
十
一
時
過
き
帰
る
。
午
后
一
時
に
皇
太
子
殿
下
旅
館
に
来
ら
れ
、
共
に
食
事
す
。
入

江
、
田
付
公
使
陪
席
す
。
二
時
過
き
よ
り
徒
歩
に
て　

1

（
ア
キ
マ
マ
）＊

　
　
　
　

の
別
邸
（
旅
館
の
近

く
）
に
行
き
、
五
時
稍
前
帰
る
。
午
后
七
時
半
よ
り
ホ2

＊

テ
ル
・
デ
・
ゼ
ン
ド
に
行
き
晩
餐

に
列
す
（
皇
太
子
催
）。

＊
1
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
実
業
家
フ
ァ
ン
・
オ
メ
ル
ン
（V

an�O
m
m
ern

）　

＊
2H

otel�D
es�Indes

皇
太

子
が
宿
泊
す
る

六
月
二
十
日　

月
曜　
曇　

稍
寒
し　

ラ
・
ヘ
ー
出
発　

パ
リ
ー
着

午
前
五
時
起
床
、
朝
食
は
汽
車
中
。

午
前
七
時
五
分
前
に
ホ
テ
ル
出
発
、
七
時
三
十
分
ラ
・
ヘ
ー
駅
出
発
す
。
宮
中
よ
り
宮
内

官
、
外
務
大
臣
其
他
数
名
あ
り
。
途
中
ル
ー
ベ
ン
（
ベ
ル
ギ
ー
）
に
下
車
し
て
独
軍
の
同

市
の
砲
撃
並
に
破
壊
の
景
況
を
見
る
。
再
ひ
乗
車
、
リ
エ
ー
ジ
ュ
に
下
車
し
て
ロ（

ロ
ン
サ
ン
）

ン
ジ
ン

砲
台
に
行
き
、
其
砲
台
の
指
揮
官
た
り
し
軍
人
よ
り
戦
闘
の
講
話
あ
り
。
同
市
に
於
て
歓

迎
会
あ
り
。
同
市
の
人
民
は
群
集
し
て
皇
太
子
を
迎
ふ
。
午
后
三
時
リ
エ
ー
ジ
ュ
出
発
に

て
、
午
后
八
時
半
ガ＊

ー
ル
・
ド
・
ノ
ー
ル
着
、
巴
里
に
帰
る
。
途
中
サ
ン
・
カ
ン
タ
ン
附
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近
は
破
壊
の
景
況
甚
だ
し
き
を
見
る
。

＊Gare�du�N
ord

（
パ
リ
北
駅
）

六
月
二
十
一
日　

火
曜　
小
雨
、
曇　

稍
寒
し　

巴
里
滞
在　

東
京
ヘ
手
紙
第
十
三
報
を
出
す

午
前
六
時
起
床
、
七
時
半
朝
食
。

午
前
八
時
よ
り
洋
服
屋
ロ
ー
ラ
ン
・
リ
シ
ャ
ー
ル
へ
行
く
。
帰
途
靴
屋
及
杖
、
傘
を
買
ふ
。

午
后
上
院
及
下
院
を
皇
太
子
と
共
に
見
に
行
く
。
軍
服
屋
も
午
前
中
に
来
る
。
午
后
五
時

散
髪
す
。

六
月
二
十
二
日　

水
曜　
曇　

稍
寒
し　

午
后
九
時
五
十
五
分
巴
里
出
発　

ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
に
向
ふ
汽
車
中

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

八
時
よ
り
洋
服
屋
ロ
ー
ラ
ン
・
リ
シ
ャ
ー
ル
へ
再
ひ
行
き
、
冬
外
套
を
合
し
冬
服
を
注
文

す
。
大
使
館
へ
行
き
皇
太
子
と
共
に
セ
ー
ブ
ル
陶
器
製
造
場
を
見
る
。
正
午
帰
る
。
午
后

は
出
発
準
備
。
午
后
九
時
五
十
五
分
ガ＊

ー
ル
・
エ
ス
ト
出
発
に
て
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
に
向

ふ
。
ペ（

ペ
タ
ン
）

テ
ン
元
帥
も
同
行
す
。

＊Gare�de�l'Est

（
パ
リ
東
駅
）

六
月
二
十
三
日　

木
曜　
曇　

午
前
十
時
着
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ　

午
后
六
時
出
発
、
九
時
過
き
メ
ッ
ツ
着

午
前
五
時
半
起
床
、
八
時
皇
太
子
と
朝
食
す
。

午
前
八
時
頃
仏
独
の
旧
国
境
を
通
過
す
。
旧
独
国
は
立
地
豊
饒
に
し
て
工
作
甚
た
可
な
り
。

農
民
は
独
も
仏
も
カ（

関

係

）

ン
ケ
イ
な
く
勉
む
。
十
時
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
駅
着
。
直
に
練
兵
場
に

行
き
、
騎
兵
聯
隊
の
乗
馬
演
習
（
約
二
、
三
ヶ
月
入
営
の
者
も
あ
る
と
云
ふ
）、
重
砲
、

タ
ン
ク
等
を
実
視
す
。
正
午
コ1

＊

ン
ミ
シ
ョ
ー
ネ
ル
・
ゼ
ネ
ラ
ー
ル
宅
に
て
午
餐
。
午
后
大

学
、
ミ
ュ
ー
ゼ
ー
、
化
学
科
等
を
見
物
し
て
汽
車
に
帰
り
、
六
時
出
発
。
夕
食
后
九
時
過

き
メ
ッ
ツ
着
。Grand�H

otel

に
泊
る
。
甚
た
よ
く
な
い
ホ
テ
ル
。

レ2
＊

ン
河
を
船
に
て
下
り
、
再
ひ
自
動
車
に
て
帰
る
。
途
中
各
村
落
に
て
農
民
歓
迎
、
村
長

歓
迎
文
を
読
み
、
又
酒
茶
を
献
す
。

＊
1Com

m
issaire�général　

＊
2
一
行
は
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
を
見
学
後
、
ラ
イ
ン
河
を
船
で
下
り
、

ガ
ン
ブ
ス
ハ
イ
ム
村
に
て
上
陸
し
た
と
こ
ろ
村
民
の
大
歓
迎
を
受
け
た

六
月
二
十
四
日　

金
曜　
晴　

暑
く
な
る　

メ
ッ
ツ
滞
在

午
前
六
時
起
床
、
七
時
半
朝
食
。

九
時
よ
り
自
動
車
に
て
演
習
場
に
行
き
、
歩
兵
と
タ
ン
ク
隊
と
の
連
合
演
習
を
見
る
。
分

列
式
あ
り
。
カ1

＊

テ
ド
ラ
ー
ル
見
物
。G

2
＊ouverneur�M

ilitaire�

の
宅
に
て
ペ
タ
ン
元
帥
よ

り
食
事
。
工
場
見
物
。
七
十
年
戦
場
セ3

＊

ン
プ
リ
バ
附
近
見
物
し
て
メ
ッ
ツ
に
帰
り
、
ホ
テ

ル
に
て
元
帥
以
下
と
食
事
。
同
期
生
な
るColenel�Boré�V

errier�

に
面
会
す
。
彼
よ
り

同
期
生
の
名
ボ
を
貰
う
。

陸
軍
大
臣　

3

（
ア
キ
マ
マ
）＊

　
　
　
　

今
朝
着
。
参
謀
総
長
同
所
演
習
を
皇
太
子
と
見
て
、
夕
刻
パ
リ
ー

に
帰
る
。

＊
1
サ
ン
・
テ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
大
聖
堂　

�

＊
2
メ
ッ
ス
衛
戍
司
令
官　

＊
3
普
仏
戦
争
の
戦
跡
サ
ン
・
プ
リ

ヴ
ァ
（Saint-Privat

）　

＊
4
ル
イ
・
バ
ル
ト
ゥ
ー

六
月
二
十
五
日　

土
曜　
快
晴　

暑
し　

メ
ッ
ツ
出
発　

ベ
ル
ダ
ン
着　

夜
半
巴
里
着

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食
。

七
時
三
十
分
の
汽
車
に
て
メ
ッ
ツ
出
発
、
九
時
過
き
着
ベ
ル
ダ
ン
。
自
動
車
に
て
直
に
戦

場
実
視
に
行
く
。
元
帥
ペ
タ
ン
案
内
す
。
午
前
中
は
ム
ー
ズ
河
の
右
岸
の
諸
砲
台
、F

＊ort�

de�V
aux

に
行
き
、
見
る
に
甚
た
破
壊
さ
れ
た
る
こ
と
多
く
、
其
隠
蔽
部
に
仏
軍
隊
数
百

名
残
り
し
も
、
な
を
よ
く
独
軍
の
其
入
口
に
来
る
と
き
に
於
て
も
攻
勢
を
と
り
し
。
然
し

数
日
の
后
に
は
糧
食
、
水
等
つ
き
て
小
便
迄
も
呑
ん
で
抵
抗
せ
し
も
、
つ
い
に
力
尽
き
て

降
参
せ
し
と
云
ふ
。
村
落
の
如
き
も
全
部
な
き
所
あ
り
。
実
に
悲
惨
な
る
実
況
な
り
。
午

后
は
左
岸
の
戦
場
、
独
皇
太
子
の
観
測
所
等
を
見
る
。
夕
刻
七
時
列
車
に
帰
り
出
発
す
。
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十
一
時
過
き
巴
里
着
。
ク
リ
ヨ
ン
ホ
テ
ル
に
入
る
。

＊
ヴ
ォ
ー
要
塞

六
月
二
十
六
日　

日
曜　
晴　

暑
し　

巴
里
滞
在

午
前
六
時
半
起
床
、
七
時
半
朝
食
。

九
時
過
き
よ
り
ト＊

ロ
カ
デ
ロ
ー
、
ボ
ア
に
運
動
、
自
動
車
。
午
后
大
統
領
ミ
ル
ラ
ン
よ
り

招
に
よ
り
、
本
日
ロ
ン
シ
ャ
ン
に
於
て
今
年
の
大
競
馬
の
日
な
る
に
よ
り
、
皇
太
子
と
共

に
出
席
。
大
統
領
の
桟
敷
に
於
て
見
物
せ
り
。
三
時
よ
り
四
時
半
頃
迄
な
り
。
場
内
は
殆

ん
と
満
員
に
て
甚
た
盛
な
り
。
本
年
は
婦
人
の
日
傘
は
日
本
の
日
傘
の
方
を
使
用
す
る
。

又
服
は
甚
た
短
し
。
本
年
は
仏
国
馬
で
な
く
、
英
国
馬
が
第
一
等
賞
を
与
へ
ら
れ
た
り
。

＊
自
動
車
に
て
ト
ロ
カ
デ
ロ
広
場
を
経
て
ブ
ー
ロ
ー
ニ
ュ
の
森
を
見
物
し
た
の
で
あ
ろ
う

六
月
二
十
七
日　

月
曜　
快
晴　

巴
里
滞
在

午
前
六
時
起
床
、
七
時
半
朝
食
。

午
前
中
は
室
内
に
あ
り
、
午
后
一
時
半
西
班
牙
大
使
館
に
於
て
、
国
王
陛
下
昨
夕
英
国
よ

り
巴
里
に
着
せ
ら
れ
た
る
に
よ
り
、
我
皇
太
子
は
此
時
期
に
於
て
西
国
陛
下
に
面
会
を
索

め
ら
れ
た
る
に
よ
り
、
西
国
陛
下
よ
り
午
餐
の
御
招
き
あ
り
。
余
も
同
行
し
て
初
め
て
拝

謁
せ
り
。

六
月
二
十
八
日　

火
曜　
曇
晴　

小
雨
少
　々

巴
里
滞
在

午
前
六
時
起
床
、
七
時
半
朝
食
。

午
前
九
時
半
過
き
皇
太
子
と
共
に
サ
ン
ク
ル
ー
万
国
度
量
衡
事
務
局
参
観
、
メ
ー
ト
ル
尺

の
基
尺
を
見
る
。
八
メ
ー
ト
ル
の
地
下
室
に
金
庫
の
中
に
入
れ
あ
る
。
一
ミ
リ
の
百
分
迄

の
誤
差
を
知
る
器
械
あ
る
な
り
。
午
餐
は
ホ
テ
ル
。
午
后
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
皇
太
子
の
為
め

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
。
歓
迎
の
辞
あ
り
。
各
室
巡
覧
す
。

六
月
二
十
九
日　

水
曜　
晴　

巴
里
滞
在　

戦
場
実
視
ア
ル
ベ
ー
ル
、
モ
ン
ヂ
ヂ
エ
間

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食
。

午
前
八
時
五
分Gare�du�N

ord

駅
発
に
て
（
特
別
列
車
）
午
前
九
時
五
十
五
分
ア
ル

ベ
ー
ル
着
。
第
三
軍
団
長　（

ア

キ

マ

マ

）

　
　
　
　
　

あ
り
、
余
よ
り
一
年
古
参
な
り
。
自
動
車
に
て

La�Boisell,�Pozières,�T
hiepval,�Grandcourt,�M

iraum
ont,�Beaucourt,�H

am
el,�

A
lbert.

ア
ル
ベ
ー
ル
駅
内
食
堂
車
に
て
午
餐
。
午
后
再
ひ
自
動
車
に
てM

aricourt,�

Guillm
ont,�Com

bres

（Bois�des�T
rones

）,�Bouchavenes,�Peronne

（H
ôtel�de�

V
ille

）,�Biaches,�D
om
pierre,�Chuignes

（C

＊anon�A
llem
and�de�780

）,�T
raverèe�

de�plateaux�de�Flaucourt,�Proyart,�Foucaucourt,�Chaulnes

（V
isite

）,�Roye,�

M
ondidier.�

午
后
七
時
モ
ン
ヂ
チ
エ
発
、
午
后
八
時
五
十
分
巴
里
着
。
案
内
と
し
て
元

帥Franchet�d'Espèrey,�Com
m
andant�T

hler

（État-m
ajor

）,�L.�C.�A
jirand

（État-m
ajor

）.�

少
佐
の
み
元
帥
と
来
る
。

＊
ド
イ
ツ
軍
の
重
カ
ノ
ン
砲
。「
大
ベ
ル
タ
砲
」
と
す
る
記
録
も
あ
る

六
月
三
十
日　

木
曜　
曇
小
雨　

巴
里
滞
在

午
前
六
時
起
床
、
七
時
半
朝
食
。

午
前
中
は
内
に
あ
り
、
十
二
時
三
十
分
陸
軍
大
臣
バ
ル
ツ
ー
、
皇
太
子
を
午
餐
に
招
く
。

余
も
出
席
す
。
同
婦
人
以
下
約
二
十
名
、
各
元
帥
あ
り
、
参
謀
総
長
ビ
ュ
ア
ー
。

午
后
ポ＊

リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
学
校
を
皇
太
子
と
共
に
見
に
行
く
。

＊
エ
コ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ー
ク


